
人口と世信
3月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 133.307人 (+627人)
[うち外国人935人]

男 66.056人 (+232人)
女 67.251人 (+395人)

・世帯 52.385世帯 (+957世帯)

※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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華民

をのざして魅力あるまち活力あるまち
平成19(2007)年度施政方針

星
野
順
一
郎
市
長
は
、
就
任
し
て
初
め
て
の
第
1
固
定
例
市
輯
会
で
、

新
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
今
関
敏
男
教
育

長
の
施
政
方
針
、
伊
藤
久
水
道
局
長
の
経
営
方
針
を
要
約
し
て
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
等
の
全
文
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
や
市
役

所
行
政
情
報
資
料
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

星
野
新
市
長
は
市
政
運
営
の
進
め
方
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
4
つ
の
柱

に
つ
い
て
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

市
政
運
営
の
進
め
方

地
方
分
権
の
意
義
は
、
自
治
の
確

立
で
あ
り
、
受
益
と
負
担
の
関
係
を

よ
り
明
確
に
し
、
市
民
自
身
が
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
議
論
し
選
択

で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
社
会
に
対
応
し
た
市
政

運
営
を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
の
情

報
共
有
、
市
民
参
加
、
市
民
と
の
協

働
を
一
層
発
展
さ
せ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

4
つ
の
柱

我
孫
子
市
は
、
首
都
圏
へ
通
勤
す
若
い
世
代
の
感
性
と
シ
ニ
ア
世
代

る
人
々
の
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
の
優
れ
た
能
力
や
豊
か
な
知
識
・
経

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
税
に
占
験
を
生
か
し
、
商
庖
街
の
活
性
化
、

め
る
個
人
市
民
税
の
割
合
が
高
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
、

が
特
徴
で
す
。
団
塊
世
代
の
定
年
退

S
O
H
O
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
し
た
環
境

職
が
始
ま
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に

な
か
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
工
業
振
興
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
成
回
線
・
常
磐
線
の
利
便

こ
う
し
た
状
況
に
的
確
に
対
応
し
、
性
の
向
上
な
ど
交
通
対
策
を
進
め
る

我
孫
子
に
生
ま
れ
、
住
ん
で
い
て
良
と
と
も
に
、
保
育
園
・
学
童
保
育
で

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
、
市
民
で
あ
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
堅
持
し
、
子
育

る
こ
と
を
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
て
支
琴
乞
充
実
し
ま
す
。

り

を

目

指

し

ま

す

。

我

孫
子
の
資
源
を
生
か
し
た

h
M地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る

曜
ま
ち
づ
く
り

週
国

続
可
能
な
財
政
基
盤
づ
く
り

我
孫
子
に
は
手
賀
沼
、
利
根
川
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
若
い
古
利
根
沼
な
ど
の
量
か
な
自
然
、
数

世
代
の
定
住
化
を
進
め
、
働
く
世
代
多
く
の
文
化
人
が
活
躍
し
た
歴
史
・

き
e
&
z
e

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
文
化
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
市
民
と
い
う
貴
重
な
資
産
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
資
産
を
最
大
限
に

生
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
の
再
生
、
農
業
の

振
興
や
市
民
活
動
へ
の
支
援
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

全
国
で
痛
ま
し
い
事
件
が
繰
り
返

さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
市
民
生
活
の
安

心
・
安
全
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

主
防
犯
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
い

じ
め
や
虐
待
の
な
い
地
域
を
目
指
し

ま
す
。

ま
た
、
水
害
対
策
な
ど
の
都
市
基

盤
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

民
生
活
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

介
護
・
障
害
者
自
立
へ
の
支
援
や
緊

急
医
療
体
制
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
を
基
本
と
し
た

食
育
の
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
る

な
か
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
実
現
し
ま
す
。

平
成
四

(
2
0
0
7
)
杢
度
予
算

案
で
は
、
市
税
が
定
率
減
税
の
廃
止

や
税
源
移
譲
に
伴
、
っ
個
人
市
民
税
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
約

日
億
8
1
0
0
万
円
増
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。

し
か
し
、
所
得
議
与
税
や
減
税
補

て
ん
債
の
廃
止
、
地
方
特
例
交
付
金

や
地
方
交
付
税
の
縮
小
・
削
減
な
ど

で
、
一
般
財
源
総
額
は
、
前
年
度
と

比
べ
約
3
億
円
以
上
の
減
収
が
見
込

ま
れ
、
前
年
度
以
上
に
厳
し
い
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
財
源
の
確
保
に

努
め
、
財
政
調
整
基
金
や
各
種
特
定

目
的
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
歳
入

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

経
常
的
経
費
は
、
一
律
の
経
費
削

減
で
は
な
く
、
行
政
評
価
を
活
用
し
、

効
率
的
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

政
策
的
経
費
で
は
、
若
い
世
代
の

定
住
化
、
団
塊
の
世
代
の
能
力
・
経

験
の
活
用
、
手
賀
沼
を
中
心
と
し
た

あ
ぴ
こ
の
魅
力
向
上
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
拠
点
な
ど
の
整
備
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
拡
大
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
、
起
業
の
た
め
の
研

修
華
料
の
助
成
、
農
産
物
直
売
所

の
設
置
、
手
賀
沼
氷
上
パ
ス
の
運
航

な
ど
1
1
1
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。

。新
年
度
の
主
な
事
業
を
、
リ
I
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
に
親
し
め
る
交
流
空
間
"
つ
く
り

根戸新田の菜の花

手
賀
沼
の
水
質
は
、

3
年
連
続
で

全
国
の
湖
沼
の
中
で
、
。
水
質
改
善

ベ
ス
ト
1
0
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、

「
水
質
保
全
計
画
」
の
確
実

な
推
進
を
県
に
求
め
る
と
と
も
に
、

水
質
浄
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
賀
泊
博
士
や
操
作

が
簡
単
な
小
型
ヨ
ッ
ト
の
体
験
乗
船

な
ど
に
よ
り
浄
化
意
識
を
高
め
ま
す
。

*
手
賀
沼
農
舞
台
で
は
、
高
野
山
新

田
の
体
験
水
田
や
レ
ン
ゲ
米
の
栽
培

を
進
め
、
根
戸
新
田
の
莱
の
花
、
ひ

ま
わ
り
な
ど
に
加
え
、
新
た
に
器
勤

な
ど
の
景
観
作
物
や
果
樹
の
栽
培
を

始
め
ま
す
。
観
光
農
園
や
農
家
開
設

型
体
験
農
園
も
進
め
ま
す
。

*
谷
津
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
で
は
、
引
き

続
き
地
元
農
業
者
と
協
力
し
、
谷
津

@ 

田
の
伝
統
的
農
業
を
体
験
す
る
田
ん

ぽ
広
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
と
連
携
し
、
多
様
な
生
物
を

育
む
環
境
の
再
生
を
図
る
た
め
、

「冬
・
水
・
田
ん
ぼ
」
づ
く
り
を
試

行
し
ま
す
。

申
ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、

「人
と
烏
の
共
存
」
を
テ
ー

マ
に
今
年
も
日
月
に
開
催
し
ま
す
。

み

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
社
会
"つ
く
り

線

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「で
き

る
こ
と
」
を
実
践
し
、
継
続
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

*
市
民
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
「
環
境
家
計
簿
」
を

始
め
ま
す
。
電
気
な
ど
の
使
用
量
を

減
ら
せ
ば
、
二
酸
化
炭
紫
の
排
出
量

を
減
ら
せ
る
と
同
時
に
光
熱
費
の
節

約
に
も
な
り
ま
す
。

*
学
校
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
減
量
と
焼
却
量
の
削
減
を
一
層
進

め
る
た
め
、
生
ご
み
の
資
源
化
を
始

め
ま
す
。
回
収
し
た
生
ご
み
は
、
飼

料
や
燃
料
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

*
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

業
の
認
定
は
、
今
年
1
月
ま
で
で
組

事
業
所
で
し
た
。
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
を
今
年
も
開
催
し
、
ご
み
の
減
量

と
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

田成利便と

。
誰
も
が
自
立
で
き

安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
"
つ
く
り

て〉

障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
す
べ

て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

立
で
き
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
「
生
き
生
き
あ
ぴ
こ
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ン
」
(第
3
次
保
健
福
祉
総
合
計

画
)
の
見
直
し
を
行
い
、
保
健
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
市
民
の

多
様
な
ニ

1
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

*
障
害
者
の
自
立
支
援
は

「我
孫
子

市
障
害
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

独
自
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

生
活
支
援
事
業
を
一
一
層
充
実
し
ま
す
。

*
こ
ど
も
発
遥
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

増
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
室
、
訓

練
室
、
プ
レ
イ
ル
1
ム
な
ど
を
増
築

し
ま
す
。

*
失
語
症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
を
派
遣

し
、
失
語
症
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
l

も

シ
ヨ
ン
を
支
援
し
ま
す
。

*
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
小

規
模
名
J

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
6
カ

所
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
3
カ
所
、
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
2
カ
所
、
介
護
予
防
の
た
め

の
拠
点
施
設
1
カ
所
を
整
備
し
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
ま
ち
づ
く
り

*
湖
北
駅
北
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
-

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
、
湖
北
駅

構
内
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
助

成
を
行
い
ま
す
。

*
道
路
で
は
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
1
お

で
か
け
マ
ッ
プ
」
に
位
置
付
け
ら
れ

た
改
良
個
所
の
赤
道
の
段
差
解
消
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

*
公
園
で
は
、
新
木
・
布
佐
地
区
の

街
区
公
園
の
、
出
入
口
の
段
差
解
消

を
行
い
ま
す
。

で力のなん



2007.3.16 (2) 。
生
涯
を
と
お
し
た
健
康
"つ
く
り

「心
も
身
体
も
健
康
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
体
系
的
に
進
め
ま
す
。

申
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
幻
」
や

「
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
」
な
ど

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

*「
我
孫
子
市
食
育
推
進
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
施
策
を
体
系
化
し
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

*
食
べ
る
た
め
に
必
要
な
口
腔
機
能

の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
歯
科

健
診
の
対
象
者
を
拡
大
し
、

5
歳
刻

み
で
健
診
し
ま
す
。
増
加
傾
向
の
口

腔
が
ん
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

*
体
力
や
年
齢
な
ど
に
応
じ
、
身
近

な
施
設
で
健
康
づ
く
り
や
地
域
究
流

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

す
で
に
3
つ
の
小
学
校
を
拠
点
に
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
。
新
年

度
は
、
布
佐
南
小
学
校
を
拠
点
と
す

る
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

。
子
育
て
し
や
す
く

若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
"つ
く
り

-ー-
若
い
世
代
が
我
孫
子
に
魅
力
を
感

じ
、
我
孫
子
に
住
み
続
け
て
く
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

*
若
い
世
代
に
向
け
た
広
報
特
集
を

発
行
す
る
な
ど
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
ゃ
ま
ち
の
魅
力
な
ど
を
積

極
的
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

*
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を
、

8
月

か
ら
通
院
の
対
象
年
齢
を
4
歳
未
満

か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

*
4
月
に
(
仮
称
)
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

保
育
園
が
開
園
し
、
全
保
育
園
の
定

員
は
1
6
0
0
人
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
よ
り
確

実
に
し
て
い
き
ま
す
。

*
私
立
叩
幼
稚
園
が
実
施
し
て
い
る

預
か
り
延
長
保
育
に
、
補
助
金
を
交

付
し
、
幼
稚
園
で
の
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

t1 a 第 1185号

アンジエリ力保育園

*
緑
保
育
園
の
運
営
委
託
へ
の
移
行

に
と
も
な
い
、
保
育
士
と
児
童
、
保

護
者
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
、
4

月
か
ら
引
継
ぎ
保
育
を
1
年
問
実
施

し
ま
す
。

*
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
6
月

か
ら
我
孫
子
第
一
小
学
校
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。
放
課
後
や
土
曜
日
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
自
由
に
遊

べ
る
学
校
の
復
活
を
目
指
し
ま
す
。

*
児
童
虐
待
防
止
対
策
室
の
心
理
相

談
員
の
体
制
を
強
化
し
、
精
神
的
に

不
安
定
な
親
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
、
子
ど
も
虐
待
家
庭
へ
の
支
援

を
充
実
し
ま
す
。

*
常
磐
線

「特
別
快
速
」
の
我
孫
子

駅
へ
の
停
車
の
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
で

の
実
現
と

「快
速
電
車
」
の
削
減
ダ

イ
ヤ
の
復
元
や
、
東
京
駅
乗
り
入
れ

を
J
R
東
日
本
に
求
め
ま
す
。
昨
年

設
立
さ
れ
た

「J
O
B
A
N
ア
1
ト

ラ
イ
ン
協
議
会
」
で
沿
線
地
域
の
活

性
化
を
研
究
し
ま
す
。

*
成
回
線
増
発
の
実
現
を
J
R
東
日

本
に
求
め
ま
す
。

「
自
然
と
共
生
す

る
成
回
線
を
元
気
に
す
る
会
」
で、

各
駅
停
車
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
利

用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

。
市
民
が
ま
ち
"つ
く
り
に

力
を
発
揮
で
き
る
し
く
み
"つ
く
り

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
起
業

活
動
が
活
性
化
し
、
地
域
の
活
力
を

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
を
生
か
し

た
我
孫
子
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り

を
進
め
、
交
流
入
口
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

*
シ
ニ
ア
世
代
へ
の
支
援
で
は
、
積

極
的
に
情
報
を
発
信
し

「ょ
う
こ
そ

地
域
活
動
田
代

ω代
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」、「
シ
ニ
ア
世
代
歓

迎
の
集
い
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
市
民
が
起
業
の
た
め
に
研
修
・
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、

2
万
円
を
限

度
に
経
費
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
N
P
O
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
に
、
庖
舗
や

住
宅
の
空
き
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

*

(
仮
称
)
布
佐
北
区
域
近
隣
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
初
年
日
月
開
館
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
館
目
と
な

る
(
仮
称
)
我
孫
子
北
区
域
近
隣
セ

ン
タ
ー
は
、
常
陽
銀
行
北
側
の
メ
イ

ン
館
と
空
き
庖
舗
を
活
用
し
た
サ
ブ

館
の

「分
散
型
」
で
整
備
し
、
区
域

住
民
と
協
議
し
ま
す
。

*
あ
ぴ
こ
楽
校
で
は
、
商
工
会
の
協

力
を
得
て
、
商
庖
や
職
人
メ
ニ
ュ
ー

を
開
設
し
ま
す
。
第
3
回
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
。
涯
ク
を
テ
ー

マ
に
4
月
に
開
催
し
ま
す
。

*
新
た
な
文
化
施
設
は
、
目
的
や
機

能
な
ど
は
「文
化
施
設
検
討
委
員
会
」

で
、
整
備
手
法
や
設
置
場
所
な
ど
は

「市
民
会
館
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」

で
建
削
し
、
市
の
財
政
状
況
も
踏
ま

え
建
設
の
判
断
を
し
ま
す
。

*
ち
ぱ
D
C
我
孫
子
市
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
、
4
月
初
固
ま
で
開
催
し

ま
す
。
こ
の
D
C
を
契
機
に
、
手
賀

沼
水
上
パ
ス
を
引
き
続
き
運
航
し
、

常
設
の
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

*
あ
ぴ
こ
型

「地
産
地
消
」
の
推
進

で
は
、
拠
点
施
設
の
用
地
取
得
を
行

い
、
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
4

月
に
農
産
物
直
売
所
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
開
設
し
、
出
荷
方
式
、
売
れ

行
き
な
ど
を
把
握
し
て
農
産
物
直
売

所
の
設
置
に
生
か
し
ま
す
。
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情
報
技
術
を

交
流
と
発
信
に
い
か
せ
る
環
境
"つ
く
り

行
政
手
続
の
電
子
化
、
戸
籍
電
子

情
報
シ
ス
テ
ム
、
統
合
型
G
I
Sな

ど
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
手
軽
に

利
用
で
き
る
各
種
講
座
の
申
し
込
み

な
ど
の
申
請
を
中
心
に
、

8
月
か
ら

開
始
予
定
で
す
。

*
戸
籍
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
を
平
成

初
年
4
月
か
ら
本
格
稼
働
し
ま
す
。

*
統
合
型
G
I
S
の
構
築
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

*
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
は
、

6
月
か

ら
建
設
工
事
を
対
象
に
本
格
的
に
活

用
し
ま
す
。

我
孫
子
竪
別
土
地
区
画
整
理

南
口
は
区
域
内
の
家
屋
移
転
が
完

了
し
、
国
道
3
5
6
号
の
配
水
管
、

ガ
ス
管
の
移
設
工
事
と
道
路
改
良
工

事
、
南
口
1
号
公
固
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
北
口
は
換
地
処
分
に
向

け
て
換
地
計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

高
野
山
地
区
ま
ち
づ
く
り

平
成
初
年
度
の
完
了
を
目
指
し
道

路
用
地
や
公
園
用
地
を
取
得
し
ま
す
。

布
佐
駅
南
側
ま
ち
づ
く
り

該
当
の
土
地
を
市
街
化
区
域
に
編

入
し
、
用
途
地
域
、
公
固
な
ど
の
都

市
計
画
の
決
定
・
変
更
を
行
い
ま
し

た
。
新
杢
度
は
、
市
道
認
定
を
行
い
、

交
付
金
申
請
に
必
要
な
都
市
再
生
整

備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

湖
北
駅
北
口

駅
前
広
場
用
地
取
得
を
進
め
、
県

と
連
携
し
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線

手
賀
沼
公
園
入
口
か
ら
旧
千
葉
銀

行
我
孫
子
支
庖
ま
で
の
約
花
%
の
用

地
を
す
で
に
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

公
園
坂
通
り

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
説
明
に

必
要
な
イ
メ
ー
ジ
図
な
ど
の
作
成
を

行
い
、
住
民
の
意
向
を
十
分
把
握
し

て
整
備
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

千
葉
柏
道
路

千
葉
霊
路
整
削
会
で
バ
イ
パ
ス

の
概
略
計
画
案
の
検
討
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
市
は
日
号
バ
イ
パ
ス
が
市

内
を
通
過
し
た
場
合
の
影
響
や
ま
ち

づ
く
り
へ
の
貢
献
・
効
果
な
ど
総
合

的
な
観
点
か
ら
検
討
し
対
応
し
ま
す
。

公
園
の
整
備

手
賀
沼
公
園
駐
車
場
を
再
整
備
し

有
料
化
を
進
め
、
手
賀
沼
公
園
に
あ

る
ア
ピ
ス
タ
有
料
駐
車
場
と
の
一
体

性
を
図
り
ま
す
。
気
象
台
記
念
公
園

は
、
公
園
北
東
側
か
ら
の
入
口
や
園

路
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

水
書
の
解
消

並
木
地
区
の
排
水
路
改
修
は
、
並

木
2
号
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
5
月

に
完
了
。
新
年
度
か
ら
2
カ
年
で
並

木
3
号
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
進
め

ま
す
。
布
佐
大
割
排
水
機
場
の
築
造

は
、
地
権
者
の
同
意
を
得
、
用
地
を

買
収
。
国
土
交
通
省
と
協
議
を
進
め

ま
す
。
天
王
台
第
1
調
整
池
の
築
造

は
、
引
き
続
き
住
民
と
協
議
し
理
解

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
ま
す
。

若
松
地
区
排
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
は
、

平
成
初
年
度
か
ら
の
県
の
湖
岸
堤
整

備
に
併
せ
て
設
置
し
ま
す
。

下
水
道
の
故
修

下
水
道
管
の
改
修
は
、
若
松
地
区
、

久
寺
家
1
丁
目
付
近
の
工
事
を
行
い

ま
す
。

「(恒
称
)
私
の
防
災
カ
l
ド
」

一
人
ひ
と
り
が
身
に
付
け
て
利
用

で
き
る
よ
う
名
刺
サ
イ
ズ
で
小
学
生

以
上
に
配
布
し
、
災
害
時
の

「安
全

確
保
」「
安
否
確
認
」「
助
け
合
い
」

に
役
立
て
ま
す
。
在
勤
の
方
に
も
窓

口
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

防
災
傭
叢
倉
庫

我
孫
子
北
部
地
区
、
湖
北
地
区
、

新
木
地
区
、
布
佐
地
区
に
加
え
、
我

孫
子
南
部
地
区
(
白
山
中
学
校
敷
地

内
)
に
、
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し

ま
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
補
強

我
孫
子
中
学
校
、
市
役
所
庁
舎
、

柴
崎
橋
で
工
事
を
、
湖
北
台
西
小
学

校
で
設
計
を
行
い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

引
き
続
き
耐
震
診
断
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に

「
マ
ン
シ
ョ
ン

耐
震
診
断
費
助
成
制
度
」
を
導
入
す

る
準
備
を
進
め
ま
す
。
4
月
か
ら
は

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
と
逮

携
し

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
」
を
導
入
し
、
情
報

提
供
や
相
談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

第
二
次
基
本
計
画

第
二
次
基
本
計
画
は
第
一
次
基
本

計
画
の
成
果
・
到
達
点
を
踏
ま
え
、

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
策
定
に
は
こ

の
聞
大
き
く
変
化
し
た
社
会
・
経
済

状
況
や
市
民
の
意
識
・
ニ
ー
ズ
な
ど

を
見
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

明
確
に
し
た
計
画
と
し
ま
す
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
タ
ウ
ン
ミ
l
テ

ン
グ
を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

行
政
改
革

第
二
次
行
政
改
革
指
針
第
三
次
実

施
計
画
で
定
め
た
却
の
改
革
項
目
を

着
実
に
実
行
し
、
人
件
費
や
職
員
数

の
削
減
、
通
常
市
債
の
発
行
抑
制
に

取
り
組
み
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市

役
所
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度

第
一
次
募
集
で
審
査
の
結
果
、
採

用
し
た
提
案
却
件
の
う
ち
、

「
し
あ

わ
せ
マ
マ
パ
パ
学
級
」、
市
民
カ
レ
ッ

ジ

「文
学
歴
史
コ
l
ス
」
と

「女
性

警

の

3
件
を
新
年
度
か
ら
委
託
。

残
り
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
担
当
課

で
課
題
の
整
理
を
行
い
、
総
合
評
価

競
挙
入
札
ま
た
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
事
業
者
を
決
定
し
実
施
し
ま
す
。

ま
た
現
在
、
4
月
末
を
期
限
と
す
る

第
二
次
提
案
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
制
度
を
十
分
に
活
用

し
充
実
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
効
率

的
な
市
役
所
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

行
政
評
価

評
価
結
巣
の
公
表
を
迅
速
に
し
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
行
政

評
価
制
度
に
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
市
の
業
務
管
理
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
ツ
1
ル
と
し
て
確
実
に
定

着
さ
せ
て
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
経
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

(
仮
称
)
新
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
平
成
2
年
度
に
開
設
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。
新
年
度

は
、
施
設
の
規
模
や
機
能
を
検
討
し

て
設
計
を
行
い
ま
す
。

市民会館の3月束の閉館に伴い

高齢者職業相談室と無料職業紹介院が

4月2日(月)我孫子駅前に移転します
所在地本町2の4の2サンピーンズピル 目
6階(JR我孫子駅南口徒歩1分)

※駐車場は右図のとおり。

椙談日時 月~金曜日の午前9時から午後5
時(土日祝日・年末年始を除く)

業誘内容求人情報の提供・相談・紹介

対象 無料職業紹介所・・我孫子市在住のひ

とり親・障害者・若年者 (34歳までの方)
(障害者の方は予約制)高齢者職業相酸室

…おおむね55歳以上の方(高齢者職業相談室はハローワークと市が協同で設置しています)
園 高齢者職業相談室o7165-2786無料職業紹介所o7165-2833 剛7185-8670(共通)

+北相
直二3・E二E圃

常磐線

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あびこ楽校jの事業です。
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教
育
委
員
会
施
政
方
針

今
関
敏
男
教
育
長

.、-
「個
性
を
等
霊
し
、

互
い
に
学
ぴ

合
う
、
生
涯
学
習
の
実
現
」
を
教
育

行
政
の
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の
3

つ
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と

く
ら
す
た
め
の
学
習
体
制
の
充
実

生
涯
学
習
慣
会
の
充
実

*
公
民
館
で
は
、
民
間
の
創
意
工
夫

を
生
か
し
て
充
実
し
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、

4
月
か
ら
公

民
館
事
業
の
一
部
を
委
託
し
ま
す
。

*
烏
の
博
物
館
で
は
、
体
験
学
習
や

講
座
を
充
実
し
、
野
鳥
の
子
育
て
を

.; a 

水道事業経営方針

伊藤久水道局長

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
観
察
し
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習
俸
制
の
整
備

*
市
と
大
学
と
の
協
定
で
、
教
員
な

ど
を
目
指
す
学
生
が
継
続
的
に
体
験

学
習
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

*
湖
北
地
区
図
書
館
の
建
設
は
、
湖

北
高
校
の
跡
地
も
含
め
、
用
地
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

*
図
書
館
内
の
図
書
検
索
用
シ
ス
テ

ム
に
図
書
の
予
約
機
能
を
加
え
ま
す
。

ま
た
、
医
療
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
導
入
し
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

*
市
民
会
館
の
閉
鎖
に
伴
い
、
市
民

の
発
表
や
活
動
の
場
に
つ
い
て
、
検

討
委
員
会
で
検
討
を
行
い
ま
す
。

*
「
め
る
へ
ん
文
庫
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
第
4
集
を
7
月
に
刊
行

し
、
学
校
や
図
書
館
に
配
布
し
ま
す
。

「
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
水
道
」

を
目
指
し
、
次
の
4
つ
の
事
業
目
標

の
実
現
に
向
け
て
、
経
営
基
盤
の
強

化
や
災
害
対
策
、
老
朽
施
設
の
修
繕

・
更
新
な
ど
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
水
を

供
給
で
き
る
水
道

連
続
自
耐
水
質
監
視
装
置
の
設
置

*
末
端
給
水
栓
の
水
質
状
況
を

M
時

間
監
視
で
き
る
連
続
自
動
水
質
監
視

装
置
を
市
内
4
カ
所
に
設
置
し
、
最

適
な
浄
水
処
理
と
残
留
塩
繁
管
理
を

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

*
つ
く
し
野
多
目
的
広
場
に
、
管
理

棟
と
多
目
的
に
利
用
で
き
る
広
場
を

整
備
し
ま
す
。

*
市
民
プ
1
ル
と
し
て
、
新
木
小
学

校
の
プ
l
ル
を
新
た
に
開
放
し
ま
す
。

子
ど
も
の
創
造
性
と

自
主
性
を
育
む
教
育
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

*
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
解
決
に
努

め
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

*
心
の
教
室
相
談
員
を
全
小
中
学
校

に
配
置
し
、
教
育
相
談
に
応
じ
ま
す
。

*
地
元
農
産
物
と
関
連
づ
け
た
市
独

自
の
指
導
用
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
用

し
、
食
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
「
食

農
教
育
」
を
実
践
し
て
い
る
我
孫
子

第
二
小
学
校
は
、
日
月
の
公
開
研
究

会
で
研
究
成
巣
を
発
表
し
ま
す
。

行
い
ま
す
。

*
水
道
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き
、

水
質
検
査
を
合
理
的

・
効
率
的
に
実

施
し
ま
す
。

高
度
浄
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理

*
湖
北
台
浄
水
場
の
高
度
浄
水
処
理

施
設
を
定
期
的
に
保
守
点
検
し
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

直
結
直
庄
・
直
結
増
圧
給
水
方
式
の

普
及
と
貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理

*
直
結
直
圧

・
直
結
増
圧
給
水
方
式

の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。
小
学
校

2
校
の
屋
外
給
水
栓
の
一
部
を
、
直

結
直
圧
方
式
に
改
修
し
ま
す
。

*
貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
維
持
管
理

を
、
広
報
「
あ
ぴ
こ
の
水
道
」
や
水

道
局
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
啓
発
し
ま
す
。

水
道
未
普
及
地
区
へ
の
配
水
管
網
の

整
備

*
湖
北
台
西
小
学
校
と
布
佐
南
小
学

校
の
給
食
調
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

*
軽
度
発
達
障
害
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
、
技
能
訓
練
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
、
巡
回
相
談
な
ど
を
行
い
、
特

別
支
援
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

由主
字
級
支
援
員
を
派
遣
し
、
学
校
生

活
で
困
難
が
生
じ
る
児
童
生
徒
の
生

活
や
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

*
学
力
向
上
推
進
地
区
に
指
定
さ
れ

た
湖
北
台
中
学
校
区
で
は
、
公
開
研

究
会
で
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

学
力
向
上
推
進
委
員
会
連
絡
会
識
を

軸
に
授
業
改
善
を
進
め
、
市
全
体
の

学
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
小
学

校
に
5
人
、
中
学
校
に
3
人
配
置
し
、

学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

*
我
孫
子
中
学
校
特
別
教
室
棟
の
耐

震
補
強
工
事
と
、
湖
北
台
西
小
学
校

校
舎
の
耐
震
補
強
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
根
戸
小
学
校
の
校
舎
増
築
と
、

給
食
室
の
新
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
充
実

*
湖
北
台
東
小
学
校
で
我
孫
子
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
研
究
を

*
配
水
管
の
布
設
工
事
を
布
佐
南
地

区
で
行
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て

供
給
で
き
る
水
道

老
朽
管
の
布
設
替
え

*
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
9
切
な
ど
、
計

印
刷
の
褒
鼠
替
え
を
行
い
ま
す
。

井
戸
の
二
重
ケ
I
シ
ン
グ

*
井
戸
枠
パ
イ
プ
な
ど
が
劣
化
し
て

砂
な
ど
が
流
入
し
、
ポ
ン
プ
へ
の
悪

影
響
が
認
め
ら
れ
る
井
戸
に
ケ
1
シ

ン
グ
パ
イ
プ
を
挿
入
し
て
再
生
を
図

り
ま
す
。
日
号
取
水
井
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

浄
水
場
施
設
の
計
画
的
な
更
新

*
湖
北
台
浄
水
場
の
自
家
発
電
設
備

の
部
品
交
換
、
ろ
過
機
の
電
動
弁
の

交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

応
急
給
水
施
設
の
整
備

進
め
、
地
域
の
声
を
取
り
入
れ
地
域

と
歩
む
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

*
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
実
践
の
成
果

と
課
題
を
整
理
し
、
受
け
入
れ
事
業

所
と
協
力
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
ま
す
。

申
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力
を
向
上

す
る
た
め
、
研
修
を
充
実
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
・
自
立
へ
の
支
援

*
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の

策
定
作
業
を
進
め
ま
す
。

*
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
各

小
中
学
校
か
ら
2
人
の
代
表
議
員
が

参
加
し
ま
す
。

*
長
期
農
業
体
験
は
、
参
加
者
を
増

*
災
害
時
に
大
型
応
急
給
水
車
両
の

出
入
り
を
容
易
に
し
、
待
機
場
所
を

確
保
す
る
た
め
、
久
寺
家
浄
水
場
の

場
内
を
整
備
し
ま
す
。

*
災
害
に
よ
り
電
力
の
供
給
が
停
止

し
た
場
合
も
、

4
カ
所
の
災
害
用
指

定
井
戸
か
ら
の
取
水
を
可
能
に
す
る

た
め
、
井
戸
用
非
常
用
自
家
発
電
機

を
リ
1
ス
方
式
で
確
保
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
水
道

漏
水
調
査

*
漏
水
調
査
を
2
カ
年
計
画
で
給
水

区
域
全
域
で
行
い
ま
す
。
四
年
度
は
、

我
孫
子

・
天
王
台
地
区
で
行
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

*
水
道
事
業
の
運
営
は
、
環
境
へ
の

負
荷
低
減
を
最
優
先
し
、
廃
棄
物
の

減
量
、
再
資
源
化
、
電
気
使
用
量
の

や
し
、
農
家
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

*
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ウ
オ
ー
ク
は
、

4

泊
5
日
の
日
程
で
、

「
つ
く
ば
コ
ー

ス
」
を
中
心
に
建
主
進
め
ま
す
。

*
手
賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
は
、

2
泊
3
日
で
3
回
実
施
し
ま
す
。

申
子
ど
も
の
交
流
拠
点
整
備
は
、
「子

ど
も
交
流
拠
点
整
備
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
文
化
創
造
と

地
域
文
化
の
継
承

新
た
な
文
化
・
芸
術
活
劃
の
創
出

*
ハ
ワ
イ
の
音
楽
と
ダ
ン
ス
な
ど
に

よ
る
文
化
・
芸
術
事
業
を
行
い
ま
す
。

生
活
文
化
・
郷
土
芸
能
の
発
掘
と
継

承

か
ぐ

*
「
郷
土
芸
能
祭
」
を
開
催
し
、
神

安
や
銭
安
ど
を
披
露
し
ま
す
。

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
存
・
活

用*
手
賀
沼
沿
い
の
史
跡
な
ど
を
一
体

的

・
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
整

備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

*
旧
村
川
別
荘
の
パ
ネ
ル
展
示
会
を

開
催
し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ

イ
ド
を
充
実
し
ま
す
。

削
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
客
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
水
道

広
報
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

*
広
報

「あ
ぴ
こ
の
水
道
」
、
パ

ン

フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
な
ど
で
、

事
業
運
営
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

水
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

経
費
の
削
減
と
民
間
手
法
の
導
入

*
水
道
事
業
全
般
を
民
問
委
託
の
対

象
と
し
、
積
極
的
に
検
討
し
ま
す
。

資
金
運
用

決
済
用
預
金
の
一
部
を
、
借
入
金

債
務
と
相
殺
で
き
る
範
囲
内
で
、
大

旦
翁
預
金
へ
の
預
入
を
行
い
ま
す
。

元
本
の
償
還
や
利
息
の
支
払
い
が

確
実
な
債
券
に
よ
り
運
用
し
ま
す
。

品毘審議会必闘謀議 集，総合計画審議会の市民委員を募集
任期 6月1日から2年間

審議会の開催平日の昼間(原則)

報酬日額7000円
選考方法選考委員会によるレポ

ート審査

申し込み景観づくりについての

意見・提言などを800字程度に
まとめ、別紙に住所、氏名、年齢、

性別、 電話番号を明記し、4月

20日必着で〒270・1192市役所
都市計画課(住所省略可)ヘ郵送

または持参

園都市計画課・内線552

市では、より良好な景観づくり

を進めるため、景観審議会の市民

委員を募集します。

景観審議会は、景観形成に関す

る重要事項について謂査や審議を

行います。

学識経験者や市議会議員、関係

行政機関の職員、各種団体の代表

者など15人以内で構成されます。

対象 市内在住の20歳以上の方
(他の審議会などの委員に委嘱さ

れている方は除く)

定員 3人

任期諮問に応じて総合計画審議会の答申がさ

れるまで (4月から 11月を目途)

審議会の回数 8回程度

報酬日額7000円

選考方法選考委員会によるレポート審査

申し込み市の「第二次基本計画Jについての
意見などを800字程度にまとめ、B噸に住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、 4月

10日必着で〒270・1192市餅企画謂整担当

(住所省略可)ヘ郵送または持参

※基本構想、第一次基本計画は市ホームページ

でご覧になれます。

因企画謂整担当・内線225

市では、第三次総合計画の第二次基本計画を

策定するため、総合計画審議会の市民委員を募

集します。

総合計画審議会は、市長の諮問に応じて、市

の総合計画に関する事項について謂査や審議を

行います。

第二次基本計画は、第一次基本計画の成果や

到達点を踏まえ、社会環境の変化やまちづくり

の課題を見定めながら、基本構想の実現に向け

て今後の施策の方向を明らかにする計画です。

対象 市内在住・在勤・在学の方(他の審議会

などの委員に委嘱されている方は除く)

定員 5人

ζ剃簡(f;eぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)tr 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)tr 0120-031676 



第 1185号 .~二 2007.3.16 (4) 
市では、平成17(2005)年度から、重点施

策の評価を導入するとともに、すべての事務事

業を対象に行政評価を行いました。

1次評価は、市長が指定する3つの重点施策

(第一次基本計画のリーディングプランから選

定)と全事務事業 (1130事業)について、担

当部局が行いました。

2次評価は、 3つの重点施策と重点施策を構

成する 110の事業、 15・16年度で改善力加要

平成17(2005)年度の

ー 盟園陸盈凶単Z厄温且圃・

とされた5事業について行政評価委員会(民間

委員6人と市職員3人で構成)が行いました。

評価結果は、重点施策が表1、事務事業(改

善力加要とされたもの)は表2のとおりです。
改善力加要とされた重点施策と事務事業は、

評価結果を踏まえて庁議で決定された改善策に

基づき、着実に実施していきます。

行政評価の詳細は、市ホームページ、行政情

報資料室(本庁舎1階)でご覧になれます。

V表 1重点施策の評価結果

重点施策名 達成 田樺 指標 2次評価 改善策

平成人20年対度象まで手に、賀市内 -交流入口 -成我孫子市における標交値涜人口の定義を早急にっくり、達 -指標が難の 「交涜め人、口達jについては、 目具標体値的を把な数握値するこ
外の々を に、 沼を 目標に沿った目 を設定すること。 と しいた 成目標に沿った を把
はじめとする自然空間に親機し -交滞空間の満足度 -核だけではなく、そこへのアクセスも考えなければい 握できる目標慨を平成19年度中に設定する。

自然に親しめる交涜空間と みながら交涜できる場や 会 けない。 -度指中標のに達「成交涜空間の満足度目標Jについては、平成18年
しての核づくり を握供し、より多くの人に訪 -交涜空間のPRが欠けている。 目標にあった 値を設定する。

れてもらえるよう充実してい -歩交道流や入水口上の艦大を図ど)るため、 交る施通策アクセスす(手賀沼遊
く。 パスな を高め を展開る。

総合開面 B -交流空間のPRを積極的に進めていく。

平成20年度までに、子育 . 21 j最-35歳入口 -子育ち環境づくりだけを指標として若い世代の定住化 -子育て世代が子どもの自立と成長を実感できる魅力あ

F封て曹世量長、代に、主を(宣講子26揮のど量す場も~、るの多4た自0揖め立置、な)(学学倒を輯習
の5年後の増加率 の進度を見ることはできない。このため、子育ち理境 るまちとしていくため、設達定成目標を子育ち環境づくり

づくりに沿った達成目標と指標を設定すること。 の施策展開に沿った形で しなおす。

-度育子す育ちる汀j龍て子軍音世育調境代て]等査の)に満「聞E 子

-子育ち検世討代を対象とした子育ち環境の満足度を計るし -育t糠ちについてはに、関[す子育て世代の査満)J足度f(子[子育育ちて世j代f子の
子育ち環境づくり くみを すること。 J理境等 る総合調 と

機代会の定な住どをが充促実進し、 子育て世 -をf子何育人て持Jr子育ちj環境等に育関する境総の合満調足査で子ども 満足度(r子育てH子育ちj環境等に関する総合調査)J
化 されるよう、 っかというのは、子ち環 度につな とする。

きめ細かい子育ち理境づくり がらないのではないか。 -指標としてい年る度{)子ま育でて世代の満足度を再j検は討、次回の調
を進める。 総合開面 B 査(平成21 に質問項目 する。

平成市20民年事度業までに、市民 -市と連り活携動してまち -達成目標については、 f公共サービス ・や公団共体的をな対活象動lな
-達指成揮目市担I標し活民をにて動吉団つい体めいをる制行たて「市つも凪 評連l価結し果を踏まえて壷更する。活動・ を行いまたは づく を行っ どを行いまたは行おうとしている個人 こ、 標と と てまちづくり活動を行っ

行おうとしている個人や団体 ている市民団体数 市との連携や支援を充実し、地減にサービスを提供でき ている の目標値については、自主防災組

連市携民のまちづくり活動との を対的象に、動公共サービスや公 る指標団体とを増やしていくj連とする。 織協議や防犯j ている{自治会jや「まちづくり
強化 共な活などを行う個人や -インターンシップ

して団いく体りる協数{議j市会のと 携してまちづくり活動を行っ
会 のとする。

団、体地と市との連携をより強め の体験者数 ている市民 目標自値治に公共サービ、スを行って
て 域にサービスを提供で いるまちづ や 会を含める必要がある。
きる団体を増やしていく。 総合開面 A 
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マ表2事務事業の評価結果[1]次評価iDI(;J事業と 2次評価iRl事業のうち、改善が必要とされた事務事業)

評価結果
1次評価の結果 (2次評価対象事業を除く) 2次評価の結果

件数 事務事業名 件数 事務事襲名

「例規議案等審査事務j、{工事監督の実施(公j、[率先行動計画(地疎温暖化防止実行計
「小中学生へのボランティア情報の提供j、青[「ホ少常年タ設ル団展・体とアへ壁カのガ・支箱エ援展ル示の(情の里報充(の実そj提の供1) 拡充 4 画)の推進j、{文化財施設の維持管理 開施設分)J 6 整相備殻j事、務「)学j、校fボフラロンアテスィタアッ支フ援と事遊業ぼjう、j「、

I庁舎外部改修工事J
「も創総業合者計支画援推研進修市の民実委施員j会、の{(子運次ど営世もj代、総育「合成子計支ど画援もの総対庁合策内)計j推画進の本進部行の管運理営J、j、{少I子子化ど結合 5 
対策に関する諸施策の調整 j 

休止 2 f芸術文化団体の育成(文化芸術による創造のまち支援事業)J、{市民体育館艦張事業J。 一
改

廃止 6 かf自栄主養研教修室j、j、[行[妊政婦改の革た第め2の次歯実科施講計演画会のj、推進「ジj、ャス[県eが民楽手し帳く予な約る販基売礎事講務座j、jIすこや 3 「キ夏ャ休ンみプ少j年少女工作教室j、「子ども竹炭作り体験教室J、{小・中学生ワーク

普

l績ーfア聾圃少のムタ喜境年作誼ン子レ目成育ヨ、制ンlッ婚、ジ英l骨Iャ子の会の苦ー充ど話活つ実も量動どのl興刷いへ居事大の、場量会主噌所jj、、l(I水、児I軍I童て町「庭省恒がの、建輔た閉自ミ能んのュJの作給ー施な文ジ世Ej揖アj揮、瞥島づ『畢幸くしのりJくづ事童、薗同く量施〈りlj、、体j、も瞳「「コミ官「誼ュノ室ービ車査J年ュジ、I、
事業手法見直し 21 14 

合計 34 28 
※評価結果の内容 f拡充J…施策への貢献度が高くさらに拡大する事業

「結合j…事業内容が類似しているなど、他の事業と一体的に実施することで効果的・効率的に実施できる事業
f休止j…社会情勢の変化や市民ニーズの減少などにより一時凍結する事業
f廃止j…民間との競合や市民ニーズの低下など、市が事業を実施する必要がなくなった事業
f事業手法見直しj…事業手法を見直すことで、経費の削減や人員の適正配置、市民ニーズへの適合など、効果的・効率的な事業展開が図れる事業

品3必あ~，，~日必tDlおA414偏&墓魯
次のふれあいサロンでは、ボランティアで協力していただける方を募集しています。

ふれあいサロンは、高齢者の皆さんがおしゃべりを楽しみ、一緒に楽しく過ごせる場です。

申し込み・固 下表の各問い合わせ先ヘ

名 称 場所 開催 日時 問い合わせ

福田宅 第1金曜日10時-14時
天子山ふれあいサロン 第3火曜日10時-12時

(つくし野1の4の7) 第4火曜日10時-14時 福田ft7182・2772

並木小ふれあいサロン 並木小学校 第4金曜日10時-11時a分

湖北台西小ふれあいサロン湖北台西小学校 第4水曜日10時-11時30分稲勝倉7188-2746
湖北地区ふれあいサロン 湖北地区公民館 第3金曜日10時-11時a分岡村含7188・3322
我孫子第一れふれあいサロン我嘉子第一岬校 第2火曜日10時-11時30分花何7地4・2962
天王台南ふれあいサロン 近隣センターこもれぴ内第1水曜日10時-11時30分永瀬含7139・3591

第1・3木曜日
手賀沼ふれあいサロン アビスタ 升田ft7110時-11時30分
新木ふれあいサロン 新木近隣センター 第2水曜日10時-11時30分山田ft7188-7a0

手賀沼公園・湖北台中央公園庭球場

4・5月の土・日・祝日分の抽選会
4月.5月の土・日曜日分(1面)と祝日

分(全面)の抽選会を右表の日程で行います。

「登録力一ドJを持参のうえ、抽選会場に

抽選時間までに集合してください。

掴選会蝿・時間 手賀沼公園庭球場・アビス

タ1階総合窓口前、午前9時30分湖北台

中央公園庭球場・・市民体育館、午後1時

※登録は事前に体育館で済ませてください。

※アビスタの駐車場は1時間まて無料です。

※抽選後の空きコートは、抽選日の午後4時
からインターネット予約を開始します。

園教育委員会体育課ft7187・7555

対象 日 抽選日

4月1日(日) 3月25日(日)
4月7日出・ 8日(日) 4月1日(日)
4月14日幽・ 15日(日)4月8日(日)

4月21目白・22日(日)4月15日(日)
4月28日同・29日嗣 4月22日(日). 30日(的

5月3日柵・ 4日佃・ 4月29日佃
5日嗣・ 6日(日)

5月12日幽・ 13日(日)5月6日(日)

5月19日幽・20日(日)5月13日(日)
5月26日同・27日(日)5月20日(日)
※コートの使用は1人に付き1日
1コート2時間とします。

図はfあびこ楽校jの事業です。 市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp
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み
ん
な
の
く
ら
し
を

任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
揖
会
輯
員
一
般
選
挙
は
、

3
月
初
日
闘
に

告
示
さ
れ
、
4
月
8
日
倒
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
政
を
担
う
人
を

選
ぷ
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

~ -
投

票

で

き

る

方

次
の
要
件
を
備
え
、
我
孫
子
市
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が

投
票
で
き
ま
す
。

①
昭
和
白
年
4
月
9
固
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
ロ
月
お

固
ま
で
に
我
孫
子
市
に
転
入
届
を
し

た
方
で
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る

方③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権

.. 
ti 

耐震相談・診断を
受けてみませんかgι 

29 

市
で
は
、
平
成
口

(
2
0
0

5
)
年
2
月
か
ら
木
造
住
宅
を
対

象
に
、
無
料
の
耐
震
相
談
・
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
申

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な

い
方

県
内
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方

平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
ロ
月
初

日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か
ら
我
孫

子
市
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
我
孫
子
市
長
の
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の

証
明
書
」
(
市
役
所
市
民
課
な
ど
で

無
料
で
発
行
)
を
持
参
す
る
と
、
前

住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

・
場
所
左
表
参
照

内
容
昭
和
田
年
5
月
担
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
(
木
質
プ
レ

ハ
ブ
住
宅
な
ど
は
除
く
)
を
対
象
に
、

建
築
士
が
会
場
内
で
相
談
・
診
断
を

行、っ
※
図
面
や
写
真
を
参
考
に
聞
き
取
り

を
行
い
、
図
面
か
ら
壁
の
位
置
や
仕

午前9時から午後4時

. 1目先着12組
・1組90分程度

西消防署3陪会議室

ー一一」‘

般
選
挙

※
「
引
き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と
の
証
明
書
」
は
、
市
役
所
市
民

課
窓
口
と
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
交
付
(
月
暗
か
ら
金
昭
日
の
午

前
8
時
加
分
か
ら
午
後
5
時
〈
た
だ

し
、
我
孫
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
月
・
水
・
金
昭
日
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
8
時
、
火
・
木
・
土
曜
日

は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
))
し

ま
す
。

な
お
、

3
月
白
日
出
、

4
月
1
日

制
・

7
日
出
は
、
市
役
所
市
民
課
窓

口
(
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
8
時
)

と
我
孫
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
の
土
曜

日
の
み
)
の
2
カ
所
で
の
交
付
と
な

様
・
量
、
建
物
の
形
の
診
断
や
屋

根
・
外
壁
・
床
の
劣
化
度
な
ど
を

点
数
化
し
評
価
し
ま
す
。

客

員

1
日
先
着
ロ
組

(
1組

ω

分
程
度
)

持
参
建
築
確
認
通
知
書
(
必

携
)
、
写
真
(
建
物
の
全
景
、
屋

根
・
外
壁
の
仕
様
が
判
別
で
き
る

写
真
。
そ
の
他
壁
面
の
ひ
び
割
れ
、

床
下
の
状
態
な
ど
、
気
に
な
る
部

分
の
写
真
)

費
用
無
料

申
し
込
み

・
圃
電
話
で
住
宅
課

・
内
線
5
2
6
へ
(
後
日
、
申
込

書
の
提
出
有
)

※
市
で
は
、
耐
震
診
断
の
電
話
に

よ
る
勧
誘
や
戸
別
訪
問
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば

住
宅
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方

平
成
時

(
2
0
0
6
)
ロ
月
初
日

以
降
に
、
我
孫
子
市
か
ら
県
内
の
市

町
村
へ
転
出
し
、
転
出
先
の
選
挙
人

名
簿
に
受
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

転
出
先
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る

「
引
き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ

と
の
証
明
書
」
を
持
参
す
る
と
、
我

孫
子
市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
住
所
移
転
は
1
回
限
り
と

な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を
郵
送

公
職
選
挙
法
施
行
令
第
但
条
の
規

定
に
よ
り
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

告
示
日
の
3
月
初
日
以
降
に
郵
送
し

ま
す
。
紛
失
し
た
り
、
転
居
な
ど
で

お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
り
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

当
日
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
6
人
分

ま
で
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各

自
切
り
離
し
て
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

。
期
目
前
投
票
は
お
早
め
に

投
票
日
当
日
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
物
投
票
所
入
場
整
理
券

※
入
場
整
理
券
が
お
手
元
に
届
く
前

投票時間

午前8時30分
から

午後8時

午前8時30分
から

午後7時

3月31日出
から

4月7日出

湖北地区公民館

布佐市民センタ一本館

に
期
日
前
投
票
を
行
、
っ
場
合
は
、
期

日
前
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
他
の
市
区
町
村
で
不
在
者
投
票
を

す
る
方
は
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
投
票

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
(
公

職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一
定

の
障
害
に
該
当
す
る
方
)
や
要
介
護

5
の
方
は
、
郵
便
投
票
「
自
宅
で
投

票
で
き
る
制
度
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
手

続
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
市
民
体
育
館
は
休
館

4
月
8
日
制
開
票
会
場
の
市
民
体

育
館
は
、
休
館
(
体
育
館
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
・
体
育
館
野
球
場
・
武
道
場
は
、

午
後
5
時
ま
で
使
用
可
)
し
ま
す
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
3
4

5
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4
月
お
日
出
の
任
期
満
了
に
伴
、
っ
、

我
孫
子
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、

4
月
日
日
制
に
告
示
さ
れ、

4
月
勾

日
制
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
、
立
候
補
の
届
け
出
日
な
ど
の
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
0

0
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

3
月
お
日
開
午
前
日
時

場
所
市
役
所
庁
舎
分
館
大
会
議
室

。
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査

日
時

4
月
日
日

ω・
日
日
闘
い
ず

れ
も
午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所
市
役
所
庁
舎
分
館
小
会
議
室

。
立
候
補
の
届
け
出

投票期間

3月31日出
から

4月7日出

千
葉
県
議
会
議
員

投
票
は

4
月
8
日
冊
午
前
ア
時
か
ら
午
後
8
時

V期目前投票の場所

投票場所

我孫子市役所市民ホール
(市役所本庁舎1階)

我孫子商近隣センター第1会韻室
(けやきプラザ8階)

日
時

4
月
日
日
倒
午
前
8
時
加
分

か
ら
午
後
5
時

場
所
市
役
所
庁
舎
分
館
大
会
議
室

。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

投
票
日
時

4
月
辺
日
冊
午
前
7
時

か
ら
午
後
8
時

投
票
所
第
1
投
票
区
投
票
所
:
・
旧

市
民
会
館
南
隣
C
会
議
室
、
第
2
投

票
区
投
票
所
・
・
・
湖
北
地
区
公
民
館

期
目
前
投
票
日
時

4
月
日
日
開
か

ら
幻
自
国
午
前
8
時
却
分
か
ら
午
後

8
時

期
目
前
投
票
場
所
旧
市
民
会
館
南

隣
C
会
議
室

選
挙
す
る
委
員
の
数
日
人

。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
開
票

日
時

4
月
辺
日
冊
午
後
9
時
か
ら

場
所
旧
市
民
会
館
南
隣
C
会
議
室

。
選
挙
権
・
被
選
挙
権

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
要
件

が
あ
る
満
却
歳
以
上
の
方
で
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方

要
件叩

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
替
乞
営
む
方
か
、
そ
の
方
の
同
居

の
親
族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
(
耕

作
に
従
事
す
る
日
数
が
農
林
水
産
省

令
で
定
め
た
日
数
、
お
お
む
ね

ω日

以
上
に
達
し
た
方
)

圃
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内

線
3
4
5

王ζ&ζ高i航者gJ..変通安a全玄会

この時期は、新入学や新学期などで子どもの生活の環境の変化から

緊張感もゆるみ、突通事故がおこりやすくなリます。

横断歩道の渡り方や自転車の安全な乗り方、シートペjレ卜・チャイ

ルドシートの着用など、まず大人が突通jレーjレを守り、子どもにお手

本を示しましよう。

また、近年、特に高齢者の死亡事故などが増加しています。ご家族

で、もう一度実通安全について話し合ってみてはいかがでしょうか。

日時・場所 4月1日間午前10閏30分から正午、市民体育館

内容 実践型の突通安全教室(自転車の乗り方、点検など)

固 市役所市民安全室・内線486、我弼子警察署8ワ182・.0110

l -点目標
本手どちと高齢者の交通事政防止 本自転車の安全利用の推進 I 

本飲酒運転の根絶 ヰシートベルトとチヤイルドシー卜の着用の翻底 I

飲酒運転の根絶にご協力を
3月から4月にかけて、送別会や歓送迎会、花見などで飲酒の機会が多くなります。
飲酒運転による突通事故は、事故を起こした本人や被害者だけでなく、加害者の家族や被害者の家庭

まで影響を受けることになります。

車の運転者には、家庭や職場で飲酒運転を 「しない-させないJを徹底し、飲動Eなどでは、お客が

飲酒運転しないよう注意するなど、あなた自身が犯罪者にならないために、あなたの大切な人を犯罪者

にしないために、家庭、地域、職場から飲酒運転を根酷しましょう。

なお、酒酔い運転は3年以下の懲役または50万円以下の罰金、酒気帯び運転は1:年以下の懲役また
は30万円以下の罰金です。

シートベルト着用の徹底を!
平成18(2006)年の県内の突通事故死者数は、 266人で全国ワース卜3位と残念な結果でした。
その中でも四輪乗車中の死者96人中63人(65.6%、前年58.1%)がシートペル卜を着用していませ

んでした。シートぺjレ卜を着用していれば、多くの命が助かったはずです。車に乗車したら、エンジ

ン始動前にシートぺjレ卜の着用を、運転手はもちろん同乗者にも必ず習慣づけましよう。

圃 市役所市民安全室・内線486、我孫子警察署07182・0110

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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受講日・ 場所

4月19日、 5月17日、
6月21日、 7月19日、
いずれも木曜日、午後6時
30分から7時30分
中央学院高等学校剣道場

ハガキかメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明記し、い
ずれも受講日の3目前までに〒270・1131都部765中央学院高等学校内・林
佐萱実、 Eメールshayashi@Chuogakuin-h.ed.jp
4月26日、 5月31目、

小学生とその保
6月28日、 7月26目、 ポール遊びを取

護者(ママさ
いずれも木曜日、午後7時 り入れながら基

ん)、各目先着
から9時 本を学ぶ

30人
中央学院高等学校体育館

ハガキかメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明記し、い
ずれも受講日の3目前までに〒270・1131都部765中央学院高等学校内・瀬
舗にうけつ)香織、 Eメールkkouketsu@chuogakuin-h.ed.jp
①6月24日(日)
「奇津の自然観察会J
②7月29日(日)
「夏の生き物観察会J
いずれも午前9時から正午
中央学院高等学技生物室、
校外

ハガキかメールで住所、氏名、性別、学校名・学年、電話番号を明記し、①
は6月17日、①は7月22日必着で〒270・1131都部765中央学院高等学
校内・秋山信、 Eメールakiyama@chuogakuin-h.ed.jp

Oひらがな ・カ
タカナの書き方
O漢字(楢書、

5月26日、 6月23目、
中学生は行書)

9月22日、 10月27日、
の書き方 O漢

11月24目、 12月22日
、字とかなまじり

いずれも土曜日、午前 10
ー の書き方 O書時から2時間程度

き初め(学校の
※全6回

宿題も指導)の
中央学院高等学校書道室

書き方 O石、
木、ゴムなどで
印を作る

企谷津の自然観察会

中央学院高等学校では、 4月から市民を対象に

した講座を開催します。

期間 4月から平成20(2008)年3月まで

内容下表参照(弓道教室、バドミントン教室、

パソコン教室も開催します。内容なと官しくは、

8月、 12月の「広報あぴこJでお知らせします)

申し込み 下表参照(各講座の担当者ヘハガキま

たはメールで申し込み)

圏中央学院高等学校・林ft7188-1101

三さす21

ミ
サ
ゴ
は
、
世
界
中
に
広
く
分
布

す
る
魚
を
主
食
と
す
る
タ
カ
の
仲
間

で
す
。
水
面
上
空
を
ゆ
っ
く
り
と
帆

期
(
ソ
ア
リ
ン
グ
)
し
、
獲
物
を
見

ひ
し
よ
う

つ
け
る
と
停
空
飛
朔
(
ホ
パ
リ
ン

グ
)
で
ね
ら
い
を
定
め
、
急
降
下
し

な
が
ら
脚
を
突
き
出
し
て
魚
を
捕
ら

え
ま
す
。
十
字
型
に
開
く
4
本
の
足

指
と
鋭
い
爪
、
足
裏
の
ス
パ
イ
ク
状

の
突
起
、
こ
れ
ら
は
魚
食
専
門
の
ミ

サ
ゴ
の
特
様
で
す
。

捕
ら
え
た
魚
を
縦
位
置
に
か
か
え

4
2
 

爪
W

』

b

仏、，
鵬

館

嶋

問

白
馬

掴
同

市
恥

A

F

、，，‘、

骸
桁

跡
一
鞠

真写

文 持参

式
稽
袴
い

目

r
1日
清
い
飢

防
竹
古
て

仕
4
1人
l
k

校
者
iυ

高
験

3

.
経
着

由
1
r
t
仲

π

・
般
日

小
一
各

定員
--. 
tヨr

基本打ち、互格
稽古、地稽古

内講座名

剣道合同
稽古会
(参加無料)

企申し込み

て
飛
ぴ
去
る
姿
は
、
ま
る
で
砲
弾

を
装
着
し
た
戦
闘
機
。
ま
た
、
下

面
が
白
く
細
長
い
翼
か
ら
は
カ
モ

メ
の
仲
間
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

手
賀
沼
で
は
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
広
い
水

面
を
望
遠
鏡
で
丹
念
に
観
察
す
る

と
、
き
っ
と
突
き
出
た
加
の
上
で

魚
を
食
べ
る
ミ
サ
ゴ
の
姿
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

ミ
サ
ゴ
の
名
前
は
「
水
さ
ぐ

る
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
水

辺
に
く
ら
す
こ
の
鳥
の
習
性
を
表

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
山
海
の
珍
味
と
し

き
る
ざ
け

て

「
猿

控

に

並

存

さ

れ

る

「み
さ
ご
鮪
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

よ

。

ミ

サ

ゴ

が

君

臨

に

替

え
た
魚
が
発
酵
し

「
な
れ
鮪
」
に

な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
真

偽
は
と
も
あ
れ
興
味
深
い
話
で
す
。

バレーボール
シューズ

バレーポー
ル教宣
(参加無料)

筆記用具、
動きやす
い服装

小・中学生とそ
の保語者、各目
先猶25人

室内で1時間程
度の勉強会のあ
と、野外で観察
会を行う

企申し込み

生物自然
観察会
(参加無料)

4月 1日からスター卜

家庭の勢定肢11¥の
回収方j去が褒わります

蕗
定
枝
木
は
資
源
回
収
日

(
用
具
不
用
日
)
の
集
積
所
に

市
で
は
、
一
般
家
庭
で
算
定
し
た

枝
木
は
、
こ
れ
ま
で
戸
別
回
収
し
て

い
ま
し
た
が
、

4
月
1
日
か
ら
資
源

全回参加できる
小学3年生から
中学3年生、先
着40人

企申し込み

回
収
日
(
用
具
不
用
日
)
に
回
収
し

ま
す
の
で
、
資
源
の
集
積
所
に
排
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

排
出
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
「
平
成
目
指
士
度
版
あ

ぴ
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

算
定
枝
木
は
、
細
か
く
チ
ッ
プ
化

し
て
、
た
い
肥
な
ど
の
原
料
に
す
る

た
め
、
排
出
基
準
(
下
図
)
に
従
っ

て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
チ
ッ
プ
は
我
孫
子
市
に
お

住
ま
い
の
方
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

※
松
食
虫
な
ど
の
病
害
虫
の
被
害
を

受
け
た
木
や
急
激
に
枯
れ
た
木
、
シ

ュ
ロ
、
乾
燥
し
て
古
く
な
っ
た
木
は、

た
い
肥
な
ど
の
原
料
に
適
さ
な
い
た

め
、
可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

書道用具
-

)
 

蜘
柑
阿

劃
崎
市
川

ハガキかメールで住所、氏名、性別、学校名 ・学年、電話番号を明記し、
4月30日必着で〒270・1131都部765中央学院高等学校内・竹山伸、Eメー
ルstakeyama@chωgakuin-h.剖.jp

※参加者は、傷害保険の加入(任意)をお願いします。 (100円程度)

企申し込み

※
造
園
業
者
な
ど
が
掠
定
し
た
枝
木

は
、
市
で
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
前
同

定
し
た
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
排
出
基
準
の
大
き
さ
を
超
え
る
場

合
は
、
ご
自
分
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
搬
入
す
る
か
許
可
業
者
(
平
成

四
年
度
版

「ご
み
と
資
調
の
分
け
方

出
し
方
」
に
掲
載
)
へ
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

圃

ク

リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

束
ね
た
太
さ

ω叩
以
内

一A-1-v
一

v排出基準

1本の枯木の太さ20αn以内

L 

枯木の長さ 1m 以内

の寄付を募集します『か芝らいべシチ』
業J、第五項に規定する 「性風俗関連特殊営業J、第十一項 「接待業務受託営業Jに類

する業種の寄付者名 ①日本標準産業分類における、 835 1~葬業、 8352墓地管理業、

8361葬犠業、 92宗教に類する業種の寄付者名 ①宗教活動や政治活動を主たる目的と

した団体の寄付者名 ①特定の公職者(候補者を含む)または、政党の推薦、支持・反

対することを目的とした団体の寄付者名

価格 1基あたり10万円(税込み(所得税法の寄付金控除の対象となります)) 

※代金は、ぺンチ設置完了後、ぺンチ製作を担当する日本公園施設業協会関東・甲信越

支部に振り込むことになります。振込先なと苦しくは、公園緑地課へお問い合わせくだ

さい。

応募方法 寄付申出書(公園緑地謀て包布または市ホームページからダウンロード)に

住所、氏名(団体名)、設置希望場所(手賀沼公園か手賀沼遊歩道)を明記し、 6月

29日必着で〒270・1192市役所公園緑地謀(住所省略可)ヘ郵送か直接持参

圃公園緑地諜・内線594

市では、 「かたらいぺンチJの寄付を募集します。この「かたらいぺンチJは、将来

にわたり多くの市民が公園-緑地に愛着や親しみをもって利用できることを願って募集

するものです。寄付を受けた「かたらいぺンチJは、市が設置し、一般の方カT利用でき

るようにします。設置後20年間は維持管理を行い、その後、老朽化などにより利用が

困難となった場合は撤去することがあります。

設置場所 手賀沼公園、手賀沼遊歩道

応募資格 市内外在住は間わず、となたでも応募可

応募規格幅120cm奥行き73cm高さ75cm

※ぺンチの背もたれに取り付けられているプレート

(横15x縦5.5cm)には、寄付者名と簡単なメッセ

ージ(商品名などは除く)が表示できます。ただし、次の寄付者名(①"'@と公園-

緑地にそぐわないメッセージは認められません。

①風俗営業等の規制及ひ業務の適正化等に関する法律第2条第一項に規定する「風俗営

...かだらいペンチ

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号n7185-1111図はfあびこ楽校jの事業です。



第 1185号

備
部
/③②的
U

略 黒
しはタ
て 市 イ
いのト
ま後 Jレ
す援が
。、 色

補付
助き
団の
体も
のの
記 tそ
を 市
す笠
二基
最庁
自主
I;t: 1m 

由 共

要努
主お
己主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

... -iI 窃

宅島 臼 あびこ自然観察隊
岡発戸の谷津田で春さがし

(7) 2007.3.16 

日
・
:
日
時

ル
ム
作
品
「
ネ
ズ
ミ
さ
ん
の
恩
返

し
」
(
辺
分
)
、
ち
ぴ
ま
る
子
ち
ゃ

ん
「
ま
る
子
た
ち
1
年
生
の
世
話
を

や
く
」
(
お
分
)
対
当
日
先
着
2

5
0
入
費
無
料
主
・
圃
湖
北
地

区
公
民
館
宮
7
1
8
8
・
4
4
3
3

①
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
I
チ
講
演
会

②
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
I
チ
展

日
・
所
①
3
月
M
日
回
目
時
却
分
i

日
時
け
や
き
プ
ラ
ザ
・
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
②
担
日
出
ま
で
白
樺
ま
字
館

内
①
講
演
会

「
パ
引
け
1
ド
・
リ
1

チ
」
講
師
:
・
鈴
木
禎
宏
さ
ん
(
お
茶

の
水
女
子
大
学
)
②
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
l
チ
に
関
す
る
展
示
対
先
着
5

0
0
入

費

①
5
0
0
円
、
前
売
り

4
0
0
円
(
白
樺
文
学
館
)
、
中
学

生
以
下
2
0
0
円
(
白
樺
文
学
館
企

画
展
入
館
券
付
き
)
②
2
0
0
円、

中
学
生
以
下
1
0
0
円
(
入
館
料
)

咽
白
樺
文
学
館
宮
7
1
6
9
・
8
4

6
8
 

3
い
つ
も
笑
顔
で
心
を
合
わ
せ

E
か
が
や
け
合
唱
団
S
2
n
d
コ
ン
サ
』
ト
5

日
3
月
幻
日
細
目
時
加
分
開
漬
所

湖
北
地
区
公
民
館

内
あ
ぴ
こ
少
年

少
女
合
唱
団
の
「
第
2
回
演
奏
会
」

と
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
対

当
日
先
着
2
0
0
入

費

無

料

主

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
圃
教
育
委

員
会
文
化
課
E
7
1
8
5
・
1
6
0

春
だ
1
飛
び
出
せ
H

膏
春
コ
ン
サ
ー
ト

パ
I
ト
4

日
3
月
幻
日
細
目
時
間
演
所
け
や

き

プ

ラ

ザ

曲

目

「
ラ
プ
ソ
デ
ィ

ー
・
イ
ン
・
ブ
ル
1
」
「
河
本
の
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
」
ほ
か
対
当
日
先
着

3
0
0
人

費

無

料

出

県
立
我
孫

子
高
等
学
校
、
県
立
沼
南
高
等
学
校
、

電話で鳥の博物館8

「あぴこ自然観察隊Jでは、季節に

合わせて我孫子周辺の身近な自然を散

策しながらさまざまな生き物を観察し

ます。

案内役が自然をやさしく解説します

ので、学校の「しらべ学習Jにも役立

ちます。

昔ながらの谷津田の風景が残る岡発

戸・都部の谷津田をフィーjレドに、野

草、昆虫、野鳥など春の生きものの観

察をします。友達同士でもご家族連れ

でも楽しめます。

日時・集合場所 3月21日嗣JR成
回線東我孫子駅南口午前9関集合、同

駅正午解散予定(雨天中止)

所
・・・場所

内
・・・内容

出
:・
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

clふ 包 鳥の博物館フロアスタッフイベント

マーワ 鳥の顔のレプリカ作り~石こうで型どりを体験しよう~
石こうを使って鳥の顔の型どりをします。

色を塗ればペーパーウエイ 卜などにも使えま

す。くちばしや顔などをよく観察する機会に

もなります。

日時・蝿所 3月25日(日)午後1時30分から3
関30分、鳥の博物館
対象小学自ユ上

参加費 無料(入館料が必要です。小・中学生は土・日曜日と祝日は入館無料)

申し込み 不要(型の数カ瀬られているため、お待ちいただくとともあります)

固 鳥の博物館ft7185・2212

県
立
湖
北
高
等
学
校
、
県
立
沼
南
高

柳
高
等
学
校
、
県
立
我
孫
子
高
等
学

校
卒
業
生
圃
県
立
我
孫
子
高
等
学

校
・
本
城
宮
7
1
8
2
・
5
1
8
1

「第
5
回
市
民
観
桜
会
」

s我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
謀
部
の

一部
を
公
開
5

日
4
月
9
日
何
回
時

5
日
時
(
雨
天

中
止
)
所
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

日
番

-
M番
ホ
1
ル

費

1
0
0
円、

小
学
生
以
下
無
料
(
「
我
孫
子
の
景

観
を
育
て
る
会
」
の
運
営
費
と
し
て

納
入
さ
れ
ま
す
)

※
入
場
は
五
本
松
公
園
向
か
い
側
の

特
設
入
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
五
本
松
運
動
広
場
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
場
内
で
は
喫
煙
や
飲
食
、
ペ
ッ
ト

の
持
ち
込
み
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
球
技

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ヒ
l
ル
の
高
い
靴
で
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

主
・
圃
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

.
士
且
津
宮

0
9
0
・
6
0
3
4
・
9

1
4
9
 

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

持
・・・持参

つ
ば
き
の
花
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

日
3
月
包
日
回
目
時

5
日
時
(
小
雨

実
施
)
所
都
市
緑
地
予
定
地
(
寿

2
の
お
、
繰
方
面
か
ら
ハ
ケ
の
道
沿

い
旧
村
川
別
荘
の

l
o
o
m手
前
に

階
段
入
口
有
)

内
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
つ
ば
き
の
花
を
鑑
賞
、
景
観
形

成
市
民
会
議
の
活
動
な
ど
の
パ
ネ
ル

展
示
、
手
作
り
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
販

売
費
無
料
圃
景
観
形
成
市
民
会

議
・
佐
多
宮
7
1
8
3
・
0
7
4
9

多
加
し
て
み
ま
世
ん
か

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
3
月
辺
日
同
日
時
却
分

5
日
時
却

分
所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
対
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
費
無
料
圃
介

護
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

脳
の
健
康
教
室

「脳
カ
ク
ラ
ブ
」

日
4
月
か
ら
毎
週
同

(
6
カ
月
間
)

①
日
時
日
分
i
②
日
時
j

所
西
部

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
簡
単
な
計
算
や

読
み
書
き
で
脳
機
能
の
改
善
や
衰
え

を
防
ぐ
対
市
内
在
住
の
臼
歳
以
上

の
方
、
白
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)
費
月
3
0
0
0
円
(
教

材
費
1
5
7
5
円
を
含
む
)

申

・

圃
電
話
で
3
月
お
固
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
E
7
1
8
4
・
1
5
3
9

身
体
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
4
月
5
日
・
ロ
日
・
四
日
・
お

日
・

5
月
刊
日
・
口
日

-
M
日
い
ず

れ
も
同
日
時

5
日
時
(
全
7
日
)

所
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
、
日
本
語
入

力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
ー

ル
の
基
本
操
作
対
身
体
障
害
者
手

幌
を
お
持
ち
の
方
、
先
着
5
人
(
初

心
者
優
遇
)
費
無
料

申

・
圃
電

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

8
7
1
8
8
・
0
1

4
1
m
7
1
8
8
・
0
2
4
2

ぼ
し
ゅ
う

嘱
託
職
員
(
歯
科
衛
生
士
)

雇
用
期
間
4
月
日
日
開

i
平
成
羽

(
2
0
0
8
)
年
3
月
白
日
(
更
新

あ
り
)
勤
務
日
時
月
日
日
、

8
時

初
分
S
U時
(
土
・
日
勤
務
あ
り
)

勤
務
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
勤
務
内

容
歯
科
保
健
業
務
全
般
と
事
務
対

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、

自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持
し
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
健
康
な
方
、

1
人
報
酬
月
額
口
万
6
0
0
0
円

(
4月
は
凶
日
間
で
日
万
円
)
〈
通

勤
手
当
別
途
支
給
〉
選
考
方
法
書
類

審
査
、
面
接

申

・
圃
胤
歴
書
(
写

真
貼
付
)
に
必
要
事
墳
を
明
記
し
、

資
格
証
(
写
し
)
と
「
地
域
に
お
け

る
歯
科
保
健
の
役
割
」
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0
字
以
内
)
を
添

え
て
3
月
初
日
ロ
時
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー

8
7
1
8
5
・
1
1
2
6
へ

本
人
が
直
接
持
番

我
孫
子
市
民
ブ
ラ
ザ

ー
ー
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
ア
シ
ス
タ
ン
ト

契
約
期
間
4
月
か
ら
6
カ
月
間
(
更

新
あ
り
)
募
集
人
数
1
人

賃

金

時
給
7
5
0
円
選
考
方
法
書
類
選

考
、
面
接

申

・
圃
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、

3
月
お
固
ま
で
に

側
我
孫
子
市
都
市
建
設
公
社
E
7
1

8
5
・
1
1
4
4
へ
本
人
が
直
接
持

参
我
孫
子
空
手
通
ク
ラ
ブ
会
員

日
毎
週
開
・
回
目
時
却
分
j
m
時
却

分
所
湖
北
台
東
小
学
校
体
育
館

費
月
額
2
5
0
0
円
、
日
歳
以
下
2

0
0
0
円

申

・
圃
電
話
で
吉
田
宮

7
1
8
8
・
0
8
6
2

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

体験水田の参加者を募集

3
ヤ
ン
グ

・ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
-

E

ナ
ウ
1
3

日
3
月
担
日
出
口
時
開
演
所
市
民

会
館

内
音
楽
、
芝
居
、
お
笑
い
、

ダ
ン
ス
、
絵
画
・
写
真
の
展
示
ほ
か

費
5
0
0
円
(
全
麿
自
由
)

主
ヤ

ン
グ
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
ナ
ウ
1
3

実
行
委
員
会
圃
大
木
宮
0
9
0
・

7
7
0
0
・
5
5
8
9

湖
北
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

春
休
み
子
ど
も
映
画
H

日
3
月
お
日
同
日
時
j

H
時
記
分

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
回
附
フ
イ

料)

申し込み・固

ハガキ、ファ

クス、 Eメー
ルのいずれか
で、 「体験水 企秋巴は稲刈り

回参加希望Jと明記し、代表者の住所、

氏名、年齢、電話番号、参加者全員の氏

名・年齢を明記し、 3月30必着で〒

270-1192市役所農政課-内線510
(住所省略可)剛7185・5869Eメール

nousei@citY.abiko.chiba.jpヘ

手賀沼のほとりの自然豊かな高野山新

田で、お米を作ってみませんか。

作業の指導は、体験水田を開設する農

家の方が行います。

なお、農業体験の後には、慰労会など

の催しも行います。

場所鈴木農園(高野山新田)

内容田植え、稲刈り、収穫祭ほか

対象・定員 米作りに興味のある方、先

着100人(原則として家族での参加をお

願いします)

体験料 1人2000円(未就学児は無

業(田植えは

5月上旬予

定)

対象市内在

住、在勤の方
参加費無料 企初夏の田植え

申し込み 往復ハガキに代表者の住所、

氏名、年齢、電話番号、参加者全員の氏

名・年齢、返信あて先を明記し、 3月
30日必着で〒270-1192市役所手賀沼
諜(住所省略可)ヘ

固手賀沼担当・内線568

手賀沼沿いの手賀沼ピオ卜ープ内にあ

る手づくりゾーンでは今年も市民参加の

“米づくりの体験水田"を行います。

春の田起こしと田植え、夏の草とり、

秋0凋刈りなど、お米づくりをつうじて

手賀沼や自然とのふれあいを体験してみ

ませんか。

収穫したお米は収穫祭で試食します。

力工jレやドジョウ、フナ、ザリガ二たち

がみなさんの参加をお待ちしています。

日程 4月15日(日)説明会、その後、基

本的に4月から9月は月 1固土曜日に作

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あびこ楽校Jの事業です。
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均
年
度
国
税
専
門
官

内
国
税
局
や
税
務
署
で
、
法
律
、
経

済
、
会
計
な
ど
の
知
識
を
駆
使
し
、

租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
事
務

を
行
う
対

O
昭
和
田
年
4
月
2
日

i
同
日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
ま
た
は

昭
和
臼
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で

大
学
を
卒
業
(
来
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
)
の
方

申
込
期
限
4
月

日
日
働

第
一
次
試
験
日
6
月
刊
日

咽
柏
税
務
署
総
務
課
宮
7
1
4
6
・

2
3
2
1
 

3
一
緒
に
歌
お
う
よ

p

E
あ
び
こ
少
年
少
女
合
唱
団
員

日
毎
月
3
園
田
9
時
却
分
S
U時
却

分

所
主
に
ア
ピ
ス
タ

内
練
習
を

通
じ
て
音
楽
に
親
し
み
、
歌
う
楽
し

さ
と
究
流
を
探
め
る
(
現
在
お
人
で

活
動
)
指
導
箆
美
智
子
さ
ん

(
あ
ぴ
こ
少
年
少
女
合
唱
団
指
揮
)

ほ
か
対
小
学
校
3
3
6年
生
、
加

入
(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選

・

.. -" * 
にコ (春休みから営業を再開)

ミニSL・レンタサイクル・

第 1185号

日
・
:
日
時

経
験
問
わ
ず
)
費
4
月
5
3月
分

7
0
0
0
円
(
参
加
費
・
運
営
費
)

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
1
ル
で
住

所
、
氏
名
、
学
校
名

・
学
年
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

3
月
初
日
必
着
で
教
育
委
員
会
文
化

課
m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
ー

ル
σ
E
H
W
ω
@
2
q・
ω
E
W
0・
nEσ

ω
-
v
g
7
1
8
5
・
1
6
0
1

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

言
か
ほ
か
ラ
ン
ド
」
一
w
年
度
会
一
員

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「ほ
か
ほ

か
ラ
ン
ド
」
で
は
、
平
成
四

(
2
0

0
7
)
杢
度
の
会
員
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

所
湖
北
台
8
の
口
の
9
(恵
愛
保
育

園
内
)

内
日
ご
ろ
家
庭
で
子
育
て

を
し
て
い
る
方
の
交
流
や
、
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、
毎
月
テ
l
マ
を
設
け
、

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
ぴ
や
手
遊
ぴ
、
運

動
遊
ぴ
な
ど
を
行
、
つ
(
育
児
相
談
も

応
じ
ま
す
)

対
就
学
前
児
童
と
保

護
者
費
無
料
(
受
録
料
)

申
・

圃
ほ
か
ほ
か
ラ
ン
ド
宮
7
1
8
7

5
5
7
1
 

第
包
囲
植
木
ま
つ
り
出
唐
者

日
4
月
幻
自
国

・
2
日
倒
(
小
雨
実

施
)
草
子
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

内
草
花
の
苗
、
鉢
植
え
な
ど
、
植
木
、

園
芸
用
品
の
出
庖

対
花
木
や
園
芸

用
品
の
生
産
や
販
売
を
業
務
と
し
て

い
る
方
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

出
庖
内
容
を
考
慮
し
抽
選
)

申
・

圃
電
話
か
直
接
3
月
辺
固
ま
で
に
公

園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

2
0
0
7
E
n
j
o
y手
賀
沼
f

「

E
n
j
o
yバ
ザ
l
」
参
加
者

日
5
月
日
日
側
9
時

5
日
時
加
分

(
雨
天
中
止
)

所
手
賀
沼
親
水
広

場

対
環
境
保
全
を
考
慮
し
た
3
R

(
リ
デ
ュ
ー
ス

・
リ
ユ
l
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
)
を
意
識
し
た
個
人
、
団
体

(
業
者
の
方
は
対
象
外
)
、
初
庖

※
書
類
審
査
に
よ
り
出
庖
者
を
決
定
。

出
庖
寄
付
金

1
区
画

(
3
m
×
2

道の駅しようなん、手賀沼フィッシン

グセンター(返却は、どの貧出場所で

も可)

料金 大人300円、小学生以下100円

。手賀沼水上パス

営業日 10月までの土・日曜日、祝日
(雨天・荒天の場合は運休)

営業時間手賀沼公園発10: 00/12 : 
00/14: 00→親水広場発10:10/12: 
10/14 : 10→手賀沼フィ、ソシングセン

ター着、手賀沼フィッシングセンター

発10: 40/12 : 40/14 : 40→親水広場
発11:10/13: 10/15: 10→手賀沼公

園着11:20/13: 20/15: 20 
料金 大人一区間200円・二区間300円、
中学生以下一区間100円・二区間200円
固あゆみの郷公社c7183・1130(月

・土・日曜日、祝日を除く)

。ミ二SL

営業日 3月17日凶から4月8日旧)…
月曜日を除く毎日、4月9日以降…

土・日曜日、祝日(雨天・荒天の場合

は休業)

営業時間 3月.10月.11月…午前10
時から午後4問、4月から9月…午前

9時30分から午後5時
場所手賀沼公園

料金 2周200円
。レンタサイクル

営業日 ミ二SLと同じ
営業時間 3月.10月.11月…午前9

時から午後4閏(貧し出しは午後3時

まで)、4月から9月日午前9時から
午後5時(貧し出しは午後4閉まで)

貨出場所 手賀沼公園、サイクルパー

ク・我孫子南、サイクルパーク・天王

台南、鳥の博物館、柏市中央体育館、

所
・・・場所

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

対
・
:
対
象
・
定
員

費
・
・
・
費
用

m
)
:
・2
0
0
0
円

※
医
薬
品
、
飲
料
品
、
危
険
物
な
ど

法
律
に
違
反
す
る
も
の
は
販
売
で
き

ま
せ
ん
。

申
封
書
で
住
所
、
氏
名
(
団
体
名
)
、

電
話
番
号
、
主
な
出
唇
m
目
・
価
格

を
明
記
し
、
返
信
用
の
封
筒
(
あ
て

先
を
記
入
し
初
円
切
手
を
撃
を

同
封
し
、

4
月
5
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
-
-
9
2手
賀
沼
課
「
E
n
j

o
y
パ
ザ
1
出
庖
募
集
係
」
へ

※
応
募
は
1
人
(
団
体
)
1通。

圃
実
行
委
員
会
事
務
局
宮
0
8
0
・

6
6
3
4
・
9
7
0
7

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
3
月
お
日
開
日
時
加
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
3
月
幻
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

小
学
校
の
入
学
式
が

4
月
叩
日
に
変
更

県
議
会
議
員
選
挙
の
た
め
、
市
内

小
学
校
の
入
学
式
が
4
月
9
日
開
か

ら
叩
日

ωに
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
開
式
時
刻
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
各
小
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮
7
1

8
5
・
1
2
6
8

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

窓
口
が
保
育
韓
に
変
わ
り
ま
す
f

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」
の
窓

口
が
4
月
1
日
か
ら
保
育
課
に
変
わ

り
ま
す
。

申
請
書
な
ど
の
提
出
物
に
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
民
課
総
合
窓
口
、

持
・・・持参

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り

扱
い
ま
す
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

受
け
付
け
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
開
設
日
が
変
更

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
会
館
が
3
月
末
日
を
も
っ

て
閉
館
と
な
る
た
め
、
天
王
台
駅
南

口
に
あ
る

「す
く
す
く
広
場
」
内
に

移
転
し
ま
し
た
。
な
お
月
曜
日
も
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
転
先
天
王
台
1
の
包
の
4
川
村
第

日
ピ
ル
5
階
開
設
日
時
開
i
国
9

時

s口
時
(
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
)
圃
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
宮
7
1
8
6
・
4
1
6
1

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
市
民
公
益
活
動
を
行
っ
て
い
る
寝
の

謹
整
案
行
し
ま
し
た
E

市
で
は
、
市
内
で
市
民
公
益
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
の
情
報
誌
を
3

月
1
日
に
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
情
報
誌
に
は
、

1
1
6
団
体

の
活
動
内
容
、
活
動
状
況
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
(
け
や
き
プ
ラ
ザ
叩
階
)
、

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

圃
市
民
活
動
支
援
謀
宮
7
1
8
5
・

1
4
6
7
 

土
地
・
家
屋
の
価
格
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
が
、
他
の
土
地
や
家
屋
と
比

較
し
て
適
正
か
ど
う
か
判
断
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

「土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
と
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
4
月
1
日
制
1
5
月
1
日

ω8時
初
分

s口
時
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
)
縦
覧
場
所
市
役
所

課
税
課

対
平
成
四

(
2
0
0
7
)

年
1
月
1
日
現
在
で
土
地
、
家
屋
な

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ど
の
固
定
資
産
を
所
有
し
平
成
時

(
2
0
0
6
)
年
度
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
(
免
税
点
未
満
や
非
課
税

の
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
を
除
く
)
、

納
税
者
と
同
一
世
帯
の
方
、
納
税
者

の
代
理
人
(
代
理
人
は
委
任
状
が
必

要
)

持
本
人
確
認
で
き
る
も
の

(
免
許
証
、
保
険
証
、
納
税
通
知
書

な
ど
)

圃
課
税
課
・
内
線
3
3
8

雑
草
な
ど
の
刈
り
取
り
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け

受
録
業
者
は
、
あ
き
地
の
雑
草
の

刈
り
取
り
が
困
難
な
土
地
所
有
者
な

ど
へ
紹
介
し
ま
す
。

対
市
の
競
争
入
札
指
名
参
加
業
者
ほ

カ※
指
名
参
加
し
て
い
な
い
業
者
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
圃
申
請
書
(
消
防
本
部
に
用

意
)
に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、

3
月

幻
固
ま
で
に
消
防
本
部
警
防
課
宮
7

1
8
1
・
7
7
0
1
へ
持
参

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究
会
の
傍
聴

日
3
月
幻
白
川
W
U時
i

所
流
山
市

役
所
4
階
委
員
会
室

内
議
題
(
予

定
)
①
第
3
回
研
究
会
に
お
け
る
指

摘
事
項
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
②

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究
会
中
間
報

告
(
紫
案
)
に
つ
い
て
③
そ
の
他

対
当
日
先
着
却
人

申
傍
聴
を
希
望

す
る
方
は
、
会
議
の
開
始
予
定
時
刻

の
却
分
前
か
ら
受
け
付
け
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
圃
企
画
調
整

担
当
宮
7
1
8
5
・
1
4
2
6

ウ
イ
ン
グ
ホ
l
ル
柏
斎
場

仮
予
約
受
付
時
間
を
延
長

ウ
イ
ン
グ
ホ
1
ル
相
斎
場
で
は
、

4
月
1
日
側
か
ら
火
葬
、
式
場
な
ど

の
仮
予
約
の
受
付
業
務
を
包
時
間
行

い
ま
す
。
(
午
前
3
時
か
ら
4
時
ま

で
の
聞
は
、
受
付
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
書
業
警
停

止
し
ま
す
)

圃
ウ
イ
ン
グ
ホ
1
ル
柏
斎
場
宮
7
1

3
1
・
6
6
4
9

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

| 長 寿 大学 心豊かに学ぶ人生を | 
長寿大学は、社会的能力の向上とより良い人間関係をつくりながら楽しく学び、

地域の活動やまちづくりなどに対応して鱗的に参加できるような学習離が用意

された4年生の学級です。 (4月20日入学式予定)
日時・場所 月2"'3固で4月から平成20(2008)年3月までの主に火・木・金
曜日午前9鴎50分から午後2鴎30分(全28回)、湖北地区公民館

内容一般教養、福祉、健康、地域、手工芸、運動会、大学祭ほか

対象・定員 市内在住の昭和17(1942)年4月1日以前生まれの自力で学習活動
ができる方で、 4年間継続して学習活動に参加でき、定職をお持ちでなく、県生涯

大学校に在籍していないまたは入学予定のない方、 50人
参加費年額6000円(宿泊研修、実習費制途)

申し込み ハガキ、ファクス、 Eメールのいずれかで「長寿大学希望J、住所、氏
名、性別、生年月日、電話番号を明記し、 4月3日必着で〒270-1147若松26の
4我孫子地区公民館開7165・6088Eメールkouminkan@city.abiko.chiba.jpヘ
固 c7182-0511

1 14/1410時30分~

インター | ー14/1413時~
ネット 14単 15500円
講座 | 冗|川1附 O分~

1 14/1513時~

デジタル 1 14/9 10時羽分~
カメラ 13単元|4/913時- 13500円
講座 1 14/10 10時30分~

お楽しみ 1 14/2210時羽分~
講座 13単元 |4/2213時~

(名刺作成)1 14/2215時~

受付時間 午前10時から午後6閏
定員各講座15人(鴎者多数の場合は抽選)
申し込み・固 窓口、または電話かファクス
でg月25日までに市民プラザc7183・2111剛
7183・5300ヘ

3500円

単元教l 日時

パノ I~ ~ -' 417 10時30分~
ソコン 13単元141713時00分-13500円

入門講座|
| 1417 15時~

4/1613時~

4/1710時30分~

5単元14/1713時- 18000円
4/1810時30分~

4/1813時~

4/2810時30分~

エクセル| 日空白盆こ
2∞3 15単元l4/2910時30分~
講座 1 14/2913時~

4/3010時30分~

※1単元は90分。受講料tel:，教材費、通信費を含む。
※お獲しみ講座は、パソコン入門講座を修了した方対象。

受講料

8000円

講座名

ワード
2∞3 
講座

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp回 は「あびこ楽校jの事業です。
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市民伝言板

このコーナーに掲載を希望する方
l武広報掲載依頼書(市餅広報室

に用意または我掛子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲載希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲議する内容はイベント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事
者間で行うようお願いします。
圃広報室ft?185・1269

公共施設利用の活動lel、優先的|こ

湯所ガ確保されているちのではあ
りまぜん。

‘' 
講
演
・
催
し

V
簡
単
な
四
動
作
の
健
康
体
操
体
験

3
月
辺
日
岡
山
時

5
日
時
却
分
。
ア

ピ
ス
タ
。
腰
痛
、
膝
痛
、
肩
こ
り
、

冷
え
症
な
ど
の
解
消
と
活
性
化
を
図

る
、
座
っ
た
ま
ま
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。

8
0
0
円
。
長
谷
部
宮
0

9

0
・
8
5
6
5
・
1
2
9
0

V
気
功
健
康
教
室
4
月
2
日
開

・

9
日
開

・
日
日
開
時
時
印
分
i
。
ア

ピ
ス
タ
。

「気
功
法
で
健
康
な
生
活

を」

講
師
:・
吉
田
奉
子
さ
ん
。

一
回

1
0
0
0
円
。
上
靴
持
参
。
焦
鉄
寧

気
功
の
会

・
森
君
0
9
0
・
9
3
1

6
・
5
3
7
8
0

(寿・

1
歳
2
カ
月
)

パ
パ
と
入
る
お
風
邑
と
、
い
だ

ず
ら
が
大
路
ぎ
り
笑
顔
の
か
わ
い

い
我
ガ
家
の
マ
メ
台
風
で
す
。

生
活
す
る
た
め
に
」
講
師
:・
月
辰
会

整
骨
院
院
長
。
先
着
却
人。

3
0
0

円
。
肘
井
君
7
1
8
3
・
6
4
5
9

V
聞
こ
え
の
悪
い
人
遣
の
集
ま
り

3
月
お
日
働
時
時

i
日
時
。
ア
ピ
ス

タ
第
2
学
習
室
。

「写
仏
」
と

「タ

オ
ル
体
操
」
。
耳
の
聞
こ
え
の
悪
い

方
と
そ
の
家
族
。
タ
オ
ル
持
参
。
無

料。

N
P
O
千
葉
県
中
難
協

・
上
野

E
m
7

1
8
3
・
2
7
1
7

V
ベ
ビ
l
ピ
ク
ス

3

月
却
日
同
9

時
日
分

s
、
日
時
mw
分
5
0
ア
ピ
ス

タ
。
日
本
マ
タ
ニ
テ
ィ
ピ
ク
ス
協
会

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
1
カ
月
5
1
歳

未
満
の
健
康
な
母
子
。
抽
選
初
組。

1
0
0
0
円
。
電
話
で
加
藤
宮
町
7

1
6
9
・
6
0
3
3
(凶
時

s
m
時
)

V
第
一
回
「
定
年
男
性
の
社
会
見
学

会
」
説
明
会

4

月
9
日
開
U
時。

。。

高2
橋ピ

総
叫
ん
ち
ゃ
ん

(
つ
く
し
野
・

1
歳
3
カ
月
)

優
太

・
健
太
兄
ち
ゃ
ん
と
理
ふ

の
も
、
直
べ
る
こ
と
も
、
<
つ
で

歩
く
の
も
大
路
き
!

市
民
プ
ラ
ザ
。
企
画
の
説
明
(
見
学

会
は

5
月
日
日
働
)
。

ω歳
代
の
男

性
、
お
人

(
事
前
申
し
込
み
)
。
我

孫
子

・
男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン

・
日
比

野
宮
7
1
8
2
・
2
9
5
9

V
楊
式
太
極
拳
ク
ラ
ブ
無
料
講
習
会

3
月
お
日
制

9
時
初
分

5
日
時
。
高

野
山
小
学
校
。
太
極
拳
と
気
功
。

靴

持品昔
、
運
動
で
き
る
服
装
で
。
電
話

で
お
日
ま
で
藤
田
宮
7

1
8
2
・
6

2
4
7
(
当
日
参
加
も
可
)

V
小
・

中
学
生
な
ぎ
な
た
教
室
3

月
沼
田
側
9
時
初
分

i
日
時
。
市
民

体
育
館
武
道
場
。
先
着
目
人
。
運
動

で
き
る
服
装
で
。
紫
足
に
な
り
ま
す。

無
料
。
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中
村
君

附

7
1
8
3
・
3
5
6
6

V
木
の
箇
コ
カ
リ
ナ
体
験

4
月
1

日
冊
目
時
j
日
時
却
分
。
け
や
き
プ

ラ
ザ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
コ
カ

リ
ナ
の
緊
朴
な
音
色
を
体
感
し
ま
せ

ん
か
っ
〈
貸
出
楽
器
あ
り
)
。

1
0

0
0
円
。
(
要
予
約
)
電
話
で
鈴
木

君
0
9
0
・
9
8
4
0
・
1
9
6
2

V
第
十
回
け
や
き
歌
の
会
発
表
会

3
月
口
日
回
目
時
開
場
、
日
時
初
分

開
演
。
湖
北
地
区
公
民
館
ホ
l
ル
。

ゲ
ス
ト
出
演
:・
北
野
都
さ
ん
。
入
場

無
料
。
粗
品
進
塁
。
佐
野
宮
0
9
0

・
5
3
0
3
・
4
5
2
6

V
春
風
ビ
ュ
l
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ

3

月
幻
自
国
ロ
時
叩
分

S
U
時

必
分
。
ア
ピ
ス
タ
。
華
麗
な
曲
で
ダ

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値)

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COO値

平成19年2月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成18年2月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か。

5
0
0
円
(
軽
食
付
き
)
。
ピ
ュ

l

テ
ィ
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ

・
生
口田
宮
7

1
8
3
・
2
6
1
9

V
自
然
観
察
会

3

月
口
回
目
時

S

U
時。

北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

(
雨
天
実
施
)
。
講
師
:・
渋
谷

孝
子
さ
ん・

日
野
原
純
子
さ
ん

(自

然
観
察
指
導
員
)
。
先
着
初
人
。
無

料
。
電
話
で
側
光
風
ガ
ー
デ
ン
E
7

1
8
2
・
9
8
7
6

V
犬
猫
里
親
会
の
お
知
ら
せ
4
月

1
日
制
日
時

i
H
時
。
我
孫
子
市
役

所
駐
車
場
。
ア
ニ
マ
ル・

プ
ロ
テ
ク

シ
ョ
ン

・
瓜
田
宮
0
7
0
・
5
5
9

0
・
7
9
2
1

V
い
き
い
き
囲
碁
教
室

毎
週
同
日

時
初
分

5
日即
時
。
東
京
事
務
器
(
湖

北
駅
徒
歩
1
分
)
。
初
心
者
に
わ
か

り
や
す
く、

中
級

・
上
級
を
目
指
す

方
に
有
段
者
が
個
人
対
局
。
初
心
者
、

中
級
者
、
先
着
目
人
。
月
2
5
0
0

円
。
岡
田
宮
7
1
8
8
・
5
0
0
o

v
い
け
ば
な
小
原
流

花
宇
宙

小

原
流
千
葉
北
支
部
創
立
制
周
年
記
念

花
展

3

月
幻
日
鯛
s
お
日
開
叩
時

s
m
時

(
お
日

・
お
日
は
口
時
ま

で
)
。
そ
ご
う
相
庖
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

8
階
催
し
会
場
。

1
0
0
0
円
。
服

部
宮
7
1
8
4
・
8
0
1
3

V
陳
貴
平
作
品
展
「
詩
情
画
意
」

3
月
お
日
制
i
4
月
3
日
ω
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
潤
(
柏
市
花
野
井
1
8
5

7

l市開¥ふ身)事故発生件ヂl
(我孫子警察 ;内・ 2 月 ~J 日現faII

の
九
)
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風

景
画
。
陳
宮
7
1
3
2
・
8
1
2
6

※
4
月
1
日
制
比
時
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
あ
り
。

無
料

V
社
会
福
祉
事
業
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
湖

北
歌

謡

祭

3
月
担
日
出
9
時
却
分

S
U
時
。
湖
北
地
区
公
民
館
。
友
情

出
演
:・
山
崎
修
こ
さ
ん

(サ
ザ
ン
ク

ロ
ス

・
ハ
ッ
ピ
ー
&
ブ
ル
1
)
。
無

料。

N
G
O
レ
ッ
ド
ハ
l
ト・

京
E

0
9
0
・
3
2
1
8
・
3
6
7
6

会
員
・
仲
間
募
集

V
中
国
語
講
座

経
験
者
:・
毎
月
3

回
ω
ロ
時
初
分

i
U
時
初
分
、
ア
ピ

ス
タ
。
初
心
者
:・
毎
月
3
団
側
ロ
時

初
分

i
H
時
初
分
、
湖
北
地
区
公
民

館
。
講
師
:・
台
湾
人
。
入
3
0
0
0

円。

月
3
0
0
0
円
。
田
中
宮
7
1

8
7
・
5
8
6
2

V
中
国
語
勉
強
会

初
級
:・
毎
週
側

9
時
初
分

5
日
時
初
分
、
中
級
:・
毎

週
開
日
時

i
日
時
。
湖
北
台
近
セ
。

初
級

・
中
級
N
H
K
ラ
ジ
オ
講
座
レ

ベ
ル
。
日
人
(
随
時
入
会
可
)
。

月

2
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
途
)
。

福
岡
宮
7
1
4
9
・
2
8
2
0

V
英
文
法
を
楽
し
む

会

4
月
4
日

か
ら
毎
週
例
目
時

S
M
時
却
分
。
近

セ
こ
も
れ
ぴ
。
読
む
た
め
の
文
法
、

昨
最
も
増
や
せ
る
よ
う
に
学
び
ま
す。

月
3
0
0
0
円
(
諸
経
費
含
む
)
。

尾
藤
宮
7
1
6
5
・
3
2
9
0

2月の発生件数 35件
今年の発生件数(1月......) 70件
前年同期比 ー19件

2月の死者数 0人
今年の死者数 0人
前年同期比 0人
2月の負傷者数 39人
今年の負傷者数 87人
前年同期比 ー21人

※1月の発生件数を 35件に、同前年同
期比をー11に訂正します

V
楽
し
い
「
港
」

俳
句
会

毎
月
第

4
ω
ロ
時
却
分
j
日
時
こ
ろ
。
白
樺

文
学
館
。
奇
数
月
は
大
牧
広
さ
ん
の

懇
切
な
指
導
が
あ
り
ま
す
。
若
干
名

(
初
心
者
や
女
性
の
方
、
高
齢
者
の

方
大
歓
迎
)
。

月
1
0
0
0
円。

松

本
宮
7
1
8
3
・
2
5
5
6

V
あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル

4
月
か
ら
毎
月
第
1
・
3
回
目
時
却

分
j
日即
時
加
分
。
ア
ピ
ス
タ
ほ
か
。

東
西
文
化
交
流
史
の
学
習
。

年
6
0

0

0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
途
)
。

佐
々
木
E
7

1
8
4
・
0
7
3
1

V
我
孫
子
松
溝
舘
(空
手
道
)

毎

週
回
目
時
j
f即
時
初
分
。
白
山
中
学

校
武
道
場
。

6
歳
5
小

・
中
・
高
生
、

一一
般
、
加
入。

月
2
0
0
0
円
。
見

学
自
由
。

N
P
O
日
本
空
手
道
協
会

.
勝
野
宮
7
1
8
3
・
3
2
2
6

V
社
交
ダ
ン
ス
は
じ
め
ま
せ
ん
か
!

毎
週
働
問
時

i
・
倒
凶
時
却
分

i
-

ω
日
時
5
0
我
孫
子
商
工
会
館
。
親

切
に
教
え
ま
す。

月
3
0
0
0
円

(
初
心
者
1
カ
月
無
料
)
。
ピ
ュ

1

テ
ィ
l
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ

・
吉
田
宮

7
1
8
3
・
2
6
1
9

V
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
月
第

2
・
4
例
目
時
初
分
j
げ
時
。
ア
ピ

ス
タ
。
楽
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご
一

緒
に
。
初
心
者
大
歓
迎
。
月
2
2
0

0
円。

寺
田
宮
7

1
8
4
・

8
4

4

4 V
ハ
ワ
イ
語
の
歌
を
歌
お
う

毎
月

第
2
・
4
例
目
時
初
分

i
日
時
。
湖

北
台
近
セ
。
ウ
ク
レ
レ
を
弾
く
時
、

フ
ラ
を
踊
る
時
な
ど
、
歌
調
を
覚
え

口
ず
さ
む
こ
と
で
、
楽
し
く
な
り
ま

す。

月
2
0
0
0
円
。
田
中
宮
7

1

8
8
・
5
5
8
7

V
旬
を
味
わ
う
料
理
の
会
4
月
か

ら
毎
月
第
2
側
日
時
初
分

i
U
時
加

分
。
天
王
台
北
近
セ
。
食
育
プ
ラ
ス

お
し
ゃ
れ
に
ひ
と
工
夫
。
和
、
洋
、

中
華
、
お
菓
子
。
先
着
お
人。

月

2

5
0
0
円
(
材
料
費
込
み
)
。
高
橋

E
7

1
8
5
・
0
0
4
3

を
赤十字募金などを財源に
災害対策用エアーテント
消防本部に配備

赤十字支援・災害対策拠点として活

用するとともに、毎年実施している

防災訓練でも活用していきます。

園 生活支援諜・内線377

日本赤十字社我菰子市地区では、

市民の皆さんからいただいた寄付

金や社資を財瀬に、災害対策用の

工アーテント(写真)を購入し、

消防本部に配備しました。

この工アーテントは、普段は小

さく(約1rrf)保管ができ、いざ

という聞には、数分で設置するこ

とができます。

市では、万一の大規模災害時の

V
ち
び
っ
こ
教
室

毎
週
同
日
時

i

日
時
初
分
。
湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か。

親
子
で
楽
し
く
遊
ぶ
。

2
1
3
歳
前

後
の
親
子
。

口
組。

月
2
0
0
0
円
。

う
わ
ぱ
き
、
お
や
つ
持
番
。
空
木
宮

7
1
8
7
・
1
9
5
3

V
根
戸
少
年
剣
友
会

毎
週
側
9
時

加
分

5
日
時
(
雨
天
時
日
時
初
分

5

日
時
)
、
毎
週
同
四
時

s
m
時
。
根

戸
小
学
校
体
育
館
。
剣
道
で
明
る
く

強
く
正
し
く
!

防
具
、
胴
着
の
貸

し
出
し
あ
り
ま
す。

月
2
0
0
0
円
。

鰐
E
7
1
6
5
・
6
1
2
2

V
卜
l
ル
ペ
イ
ン
ト

4
月
か
ら
7

月
の
側

・
例
目
時

S
U
時
。
ア
ピ
ス

夕
、
天
王
台
北
近
セ
。

入
2
0
0
0

円。

8
回
分
8
0
0
0
円
(
初
回
材

料
代
含
む
)
マ
l
レ
ン
サ
ー
ク
ル・

塚
田
宮
町
7
1
8
4
・
0
4
7
5

V
柏
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団

毎
週
働
時
時
記
分

s
n
時
。
ア
ミ
ユ

ゼ
柏
ほ
か
。
今
秋
の
出
品
期
演
奏
会
に

向
け
て
、
デ
ユ
ル
フ
レ
作
曲
の
レ
ク

イ
エ
ム
を
歌
い
ま
せ
ん
か
?

(3
月

白
日
ま
で
入
団
可
)
。

月
4
0
0
0

円
。
伊
藤
宮
7
1
6
6
・
2
9
1
0

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す

"

。
無
料
で

申
ガ
ス
台
(
都
市
ガ

ス
用
)
:
・関
口
宮
7
1
8
3
・
3

7

7

0

*
エ
レ
ク
ト
l
ン

(
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ

・い
す
付
き
)
:
・

小
熊
宮
7
1
8
7
・
5
3
3
6

*
エ
レ
ク
ト
1
ン
:
・鳥
海
宮
7

1

8
4
・
3
4
7
6
*
学
習
机
・

い
す
:
・玉
利
宮
7
1
8
3
・
1
3

5

9

 

"
躍
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
有

料

で

*
囲
碁
用
碁
石

・
盤

:
・今
井
宮
7
1
8
8
・
1
5
1
3

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ

(
月
昭
日
休
館)。

案守 ヨZ
232ii? 
菜な(i) ? ~t I 

?‘砂金?i
ち v ー

や
れ

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。
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杉村楚人冠展と講演会

-ー-
NPO法人ACOBAと我蔀子市教育委員会では、明治から昭和にかけて、国際的ジャー

ナリストとして活躍した杉村進駐について、より多くの市民の皆さんに知ってもらうため、
展示会と講演会を開催します。今回の展示会(第1固)では、楚人冠と斐友のあった夏目瀬

石を取り上げ、その吏流をテーマに今回初公開の肉筆書簡などを展示します。
また、講演会では、近藤あきらさん(ジャーナリスト)と越岡種子さん(郷土史研究家)

をお招きし、我弼子に住んだジャーナリスト楚人冠の逸話をテーマにご講演いただきます。

固 NPO法人ACOBAO7165・2881、教育委員会文化課o7185-1583 

踊・前市長ガ市民活動巴ついて語る
市民活動フェア!こ 3500人が来場

日時 3月20日閃から4月1日旧)の午前9時30分から午後5閏
※3月20は午後1時から、 4月1日は午後3時まで。
蝿所 けやきプラザ第十第2ギャラリー(入場無料)

内容テーマ「楚人冠と瀬石J 企杉村楚人冠

市民の皆さんに市民活動を知っていただ
くため、3月3日.4目、アビスタなどで

「市民活動フェアinあぴこ2007Jが開催
され 約3500人の来場者で賑わいました。

今年は、 88団体が参加し、さまざまな
催しが行われました。オープニング企画で
は、「市民活動のこれからJをテーマに、
星野市長、福嶋前市長、市民団体の代表に
よる懇談会(写真)も行われました。

日時 3月23日樹午後1閏30分開場、 2時間演

場所 けやきプラザホール(参加無料・申し込み不要)
内容 テーマ「手賀沼を愛した先覚者・杉村楚人冠J講師…近藤あ
きらさん(ジャーナリスト)、越岡種子さん(郷土史研究家)

企夏目j軟石

岡田正二寄贈絵画展とオープニングイベント
日本水彩画の第一人者で、生前は市内栄に住んでいた故岡田正こさんの寄贈絵画展を行い

ます。絵画展では、水彩画など約40点と、岡田さんと制作活動を共にしていた我孫子市出
身の鈴木喜三男さん(松戸市在住)の水彩画も同時に展示します。

また、初日にはオープニングイぺン卜として、フルート、ピアノの演奏のほかに、テノー

ル歌手の鵠献さん(ゲスト出演)のコンサートも開催します。

園教育委員会文化課o7185-1601 

&岡田正こさん倒惜

日時 3月17日曲午後2時30分間場、 3時開演
蝿所 あぴこ市民プラザ(入場無料・申し込み不要)
出演・曲目 フルートアンサンプjレジュイール(フルート)…「四

重奏曲J(チエレプニン)ほか、飯村愛(ピアノ)…三つの演奏会
用練習曲S144第3番「ため息J(F.リスト)ほか、山下暁子(ピ

アノ)…幻曙曲「さくらさくらJ(平井康三郎)ほか、安保弘介(テ
ノール、伴奏:安保万美)…セレナーデ(トスティ)ほか

「自陣編のカレーj
市民活動フェアで

3月3日.4目、アビスタで開催された、

市民活動フェアで「白樺派のカレーJ(写
真)力胃現されました。

この力レーは「我孫子に文学力レーをつく
る会Jが、郷土史家や市民などと研究を続け
再現したもので、大正時代に民芸運動家の柳
宗悦の妻で声楽家の兼子が、白樺派の文人た

企大正風のランチョンマット巳のぜて ちに振る舞った力レーです。隠し味にみそが
入っているのが特徴です。同会では、 「今後、市内外の飲食庖で食べられるよう準

備を進めていくJと話していました。

約1万2500球の水仙を施隷
「陽だまり水仙の会Jガ湖北台の公園|こ
湖北台5丁目にある4号公園

の裾野に水仙が檀栽されました。

この水仙は一昨年7月、子ど
もからお年寄りまで、約40人の
ボランティアで構成されている

「陽だまりの会Jが、公園の斜
面の裾野約500mを利用して植

えたものです。

会の代表の下藤明男さんは、「自然なかたちで植栽し世話をしています。みんな
で大切に見守って欲ししリと話していました。
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